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要
約
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所
謂
大
化
前
代
の
地
方
組
織
に
つ
い
て
は
、
国
造
の
「
ク
ニ
」
、
県
主
の
「
ア
ガ
タ
」
を
以
て
考
え
る
の
が
古
く
か
ら
の
極
め
て
一
般
的
な
見

解
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
既
に
大
化
前
代
に
「
コ
ホ
リ
」
と
呼
ば
れ
た
地
方
政
治
組
織
の
一
定
の
展
開
を
認
め
よ
う
と
す
る
学
説
も
存

在
す
る
。
本
稿
は
、
孝
徳
朝
に
お
け
る
全
颪
的
な
論
評
を
認
め
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
旧
稿
を
踏
ま
え
、
そ
の
よ
う
な
評
制
施
行
の
歴
史
的
前
提
を
探

る
為
に
、
改
め
て
こ
の
大
化
前
代
の
「
コ
ホ
リ
」
に
つ
い
て
の
再
検
討
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
こ
れ
ま
で
の
『
続
日
本
紀
』
諸
本
に
対
す
る
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

の
成
果
に
立
っ
て
、
同
書
大
宝
元
年
七
月
壬
辰
条
の
「
県
犬
養
連
大
計
」
が
実
は
「
郡
犬
養
連
大
雨
」
で
あ
る
こ
と
、
し
か
も
そ
れ
は
天
武
十
年
以
前
の

古
記
録
に
基
づ
く
表
記
と
見
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
氏
の
名
称
を
「
コ
ホ
リ
ノ
イ
ヌ
カ
ヒ
」
氏
と
し
て
理
解
し
う
る
可
能
性

が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
筒
氏
の
大
化
前
代
の
職
掌
に
因
む
も
の
で
あ
る
以
上
、
改
め
て
大
化
前
代
に
お
け
る
「
ロ
ホ
リ
」
の
実
在
性
が
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と

と
な
る
。
以
下
こ
れ
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
「
コ
ホ
リ
」
の
内
容
・
性
格
、
及
び
「
コ
ホ
リ
」
と
「
ア
ガ
タ
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
、

そ
の
一
つ
の
具
体
例
た
り
う
る
も
の
と
し
て
難
波
郡
の
聞
題
に
言
及
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
六
三
巻
四
号
　
一
九
八
O
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

我
が
国
に
お
け
る
古
代
律
令
国
家
の
全
国
的
な
人
民
支
配
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
地
方
行
政
組
織
と
し
て
の
国
郡
制
、
就
中
郡
制
を

機
購
的
な
基
礎
と
し
て
実
現
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
律
令
国
家
の
形
成
過
程
を
考
え
る
上
で
、
郡
制
の
成
立
過
程
は
一
つ
の
極
め

て
重
要
な
指
標
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
意
味
で
筆
者
は
先
に
「
評
の
成
立
と
国
造
」
な
る
一
文
を
公
に
し
、
律
令
郡
翻
の
直
接
の
前
身
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①

で
あ
る
評
制
に
つ
い
て
、
そ
の
施
行
時
期
の
問
題
を
中
心
に
若
鶏
の
考
察
を
試
み
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
近
時
有
力
と
み
ら
れ
る
評
制

の
段
階
的
も
し
く
は
漸
時
的
施
行
説
に
対
し
、
あ
く
ま
で
基
本
的
に
は
孝
徳
朝
に
お
け
る
全
面
的
な
建
評
を
認
め
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
の

で
あ
る
が
、
と
す
れ
ば
、
そ
こ
で
直
ち
に
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
は
次
の
点
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
そ
の
よ
う
な
孝
徳
朝
に
お
け
る
新
た

な
統
一
的
地
方
行
政
組
織
と
し
て
の
評
制
の
施
行
は
、
果
し
て
前
代
の
い
か
な
る
歴
史
的
実
体
を
踏
ま
え
て
実
現
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
、

と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
が
全
く
唐
突
に
構
想
せ
ら
れ
、
実
施
さ
れ
た
と
は
考
え
難
い
以
上
、
そ
の
背
景
と
し
て
、
既
に
前
代
に
そ
の
類
型

的
な
母
体
と
な
っ
た
と
こ
ろ
の
一
定
の
地
方
政
治
組
織
の
展
開
が
あ
っ
た
と
見
る
の
は
自
然
な
想
定
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
点
を
考
え
て
い

く
上
で
の
一
つ
の
試
み
と
し
て
、
所
謂
大
化
前
代
の
ヨ
ホ
リ
」
に
つ
い
て
、
改
め
て
そ
の
実
在
の
可
能
性
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
①
　
拙
稿
「
評
の
成
立
と
國
造
」
　
（
『
日
本
史
研
究
』
一
七
六
号
　
一
九
七
七
年
）
。
　
　
　
　
　
し
た
い
と
思
う
。
た
だ
孝
徳
朝
に
お
け
る
全
面
的
な
建
艦
を
認
め
る
点
に
つ
い
て

　
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
伊
野
部
重
一
郎
疑
か
ら
全
面
的
な
御
批
判
を
頂
戴
し
　
　
　
　
　
は
、
現
在
で
も
こ
れ
を
改
め
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

　
　
て
い
る
が
（
「
評
制
覚
雷
一
鎌
田
氏
の
『
評
の
成
立
と
国
造
』
を
よ
み
て
一
」
只
『
ヒ
　
　
　
　
　
て
お
く
。

　
　
ス
ト
リ
ア
』
》
八
二
　
一
九
七
九
年
）
、
い
ず
れ
適
切
な
機
会
を
得
て
改
め
て
再
論
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所
謂
大
化
前
代
の
地
方
組
織
に
つ
い
て
は
、
国
造
の
ク
ニ
、
県
主
の
ア
ガ
タ
を
以
て
考
え
る
の
が
古
く
か
ら
の
極
め
て
一
般
的
な
見
解
で
あ

る
が
、
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
既
に
大
化
前
代
に
「
コ
ホ
リ
」
と
称
さ
れ
た
一
定
の
地
方
政
治
組
織
の
展
開
を
想
定
し
よ
う
と
す
る
学
説
も

存
在
す
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
が
、
少
く
と
も
大
化
直
前
頃
の
そ
の
よ
う
な
「
コ
ホ
リ
」
の
実
態
と
し
て
は
、
屯
倉
を
中
核
と

し
、
田
部
等
に
対
す
る
編
籍
を
と
も
な
う
一
定
の
領
域
的
支
配
が
構
想
さ
れ
て
い
る
も
の
と
見
て
よ
い
。
後
の
律
令
欄
的
諸
制
度
の
多
く
が
大

化
前
代
の
屯
倉
制
の
中
に
お
い
て
準
備
せ
ら
れ
た
と
す
る
見
解
は
、
従
来
か
ら
様
々
な
形
で
広
く
一
般
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の

大
化
前
代
コ
ホ
リ
論
で
は
、
そ
の
屯
倉
支
配
の
及
ぶ
領
域
を
大
倭
政
権
に
直
結
す
る
地
方
政
治
組
織
と
し
て
の
「
コ
ホ
リ
」
と
し
て
明
確
化
し
、
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そ
の
全
国
化
こ
そ
が
後
の
評
（
郡
）
翻
の
施
行
に
他
な
ら
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
そ
の
根
拠
を
つ
き
つ
め
て
み
る
と
、
結
局
の
と
こ
ろ
『
日
本
書
紀
』
の
「
県
」
字
の
幾
つ
か
に
付
さ
れ
た
「
コ
ホ
リ
」

と
い
う
古
訓
、
及
び
雄
略
紀
を
画
期
と
し
て
現
れ
始
め
る
固
有
地
名
を
と
も
な
っ
た
「
莱
郡
」
の
記
載
な
ど
に
帰
着
し
、
我
が
国
の
場
合
、
確

か
に
大
化
前
代
に
「
コ
ホ
リ
」
と
称
さ
れ
た
地
方
政
治
組
織
の
実
在
し
た
こ
と
を
示
す
直
接
的
な
証
拠
は
な
い
と
言
っ
て
よ
い
の
が
実
情
で
あ

る
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
に
敢
え
て
そ
の
可
能
性
に
対
す
る
検
討
を
試
み
よ
う
と
す
る
の
は
、
実
は
こ
の
大
化
前
代
の
「
コ

ホ
リ
」
に
関
し
て
、
新
た
な
注
目
す
べ
き
史
料
の
存
在
が
知
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
果
し
て
大
化
前
代
の
「
コ
ホ
リ
」
の
実
在
性
を
ど

の
程
度
に
証
明
し
う
る
か
ど
う
か
、
以
下
と
も
か
く
そ
の
史
料
を
紹
介
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
思
う
。

　
『
続
日
本
紀
』
巻
二
、
大
宝
元
年
七
月
壬
辰
条
に
は
、
壬
申
年
の
功
臣
に
対
し
て
功
の
等
級
に
随
い
食
封
を
賜
わ
っ
た
こ
と
が
見
え
る
が
、

そ
れ
に
と
も
な
い
、
既
に
蜜
蝋
に
お
い
て
封
戸
を
支
給
さ
れ
て
い
た
一
部
の
功
臣
に
つ
い
て
も
、
新
た
に
そ
の
功
第
を
中
等
と
定
め
、
大
宝
禄

令
の
規
定
に
従
い
、
各
々
そ
の
四
分
之
一
を
子
に
伝
え
し
め
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
今
そ
の
記
事
を
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
に
よ
っ
て
示
せ

ば
次
の
如
く
で
あ
る
（
ω
～
⑨
は
後
に
掲
げ
る
校
異
の
番
号
）
。
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ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ

　
　
　
　
（
前
略
）
又
壬
申
年
功
臣
、
母
堂
…
魁
第
亦
賜
騰
勢
、
並
各
有
差
。
脚
本
。
先
朝
論
功
行
封
時
、
賜
村
国
小
依
百
昔
戸
。
当
麻
公
国
見
、
県
犬
養
連
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
侶
、
墨
黒
連
小
君
、
書
直
知
徳
、
書
留
尼
麻
呂
、
黄
文
造
大
伴
、
大
伴
連
馬
来
田
、
大
伴
連
御
行
、
阿
倍
普
貴
臣
御
主
人
、
神
古
津
牟
施
悪
児
首
一
十
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
各
一
百
戸
。
若
桜
部
臣
五
菅
瀬
、
佐
伯
連
大
目
、
牟
満
都
君
比
呂
、
和
ホ
都
門
一
旦
手
四
人
各
八
十
戸
。
九
十
五
人
目
賞
難
各
異
、
而
同
居
中
置
。
宜
依

　
　
令
四
分
之
一
伝
子
。
　
（
後
略
）

　
こ
こ
に
は
既
に
先
朝
に
お
い
て
功
封
を
支
給
さ
れ
て
い
た
功
臣
と
し
て
一
五
人
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
今
問
題
に
し
ょ
う

と
す
る
の
は
県
犬
養
連
大
京
に
つ
い
て
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
大
系
本
で
は
右
に
示
し
た
如
く
「
県
犬
養
連
」
と
表
記
さ
れ
て
は
い
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

実
は
そ
の
底
本
で
あ
る
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
谷
森
善
臣
旧
蔵
本
で
は
、
こ
こ
は
「
梨
犬
養
連
」
で
は
な
く
「
郡
犬
養
連
」
に
作
っ
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
大
系
本
は
こ
れ
を
明
暦
三
年
の
印
本
、
及
び
大
宝
元
年
正
月
垂
心
条
の
「
県
犬
養
宿
禰
大
壷
」
の
表
記
に
よ
っ
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て
改
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
楚
頭
の
校
勘
記
に
対
応
し
て
本
文
「
県
」
字
の
傍
に
付
さ
れ
る
べ
き
「
・
」
符
が
落
ち
て
い
る
為
に
、
一
般
に

こ
の
こ
と
に
は
殆
ど
注
意
が
払
わ
れ
て
は
い
な
い
。
印
本
を
底
本
と
し
た
朝
日
新
聞
社
本
田
国
史
の
『
続
日
本
紀
』
に
お
い
て
も
「
県
」
宇
に

作
る
の
は
勿
論
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
若
し
こ
の
「
郡
犬
養
連
」
の
表
記
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
と
、
こ
れ
は
一
応
「
コ
ホ
リ
ノ
イ
ヌ
ヵ
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ノ
ム
ラ
ジ
」
と
訓
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
に
『
日
本
書
紀
』
の
吉
訓
を
離
れ
て
、
県
罪
コ
ホ
リ
と
す
る
よ
り
具
体
的
で
直
接
的
な
史
料
が

見
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
本
稿
に
お
い
て
注
目
し
よ
う
と
す
る
の
は
こ
の
点
で
あ
っ
て
、
後
述
す
る
如
く
、
こ
の
「
郡
犬
養
連
」
と
す
る
本

文
は
充
分
考
慮
に
値
す
る
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
が
『
即
日
本
紀
』
の
原
本
文
で
あ
る
こ
と
を
承
認
す
る
に
は
、
さ
ら
に
詳

細
な
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
。
以
下
ま
ず
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
現
存
諸
本
間
に
お
け
る
文
字
の
異
同
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
ょ

う
。
参
照
し
た
諸
本
は
次
に
掲
げ
る
計
二
〇
本
で
あ
る
が
、
参
考
の
為
に
右
に
引
用
し
た
史
料
全
体
に
つ
い
て
の
校
異
を
掲
げ
て
お
く
こ
と
と

す
る
。

　
　
〔
参
照
諸
本
〕

　
　
　
○
〔
金
〕
金
沢
文
庫
本
（
蓬
左
文
庫
所
蔵
、
四
〇
勅
、
但
し
巻
一
～
巻
十
は
慶
長
一
九
年
の
補
写
）

　
　
　
○
永
正
本
系
（
卜
部
本
系
）
諸
本

　
　
　
　
〔
兼
〕
吉
田
兼
右
本
（
天
理
図
書
館
所
蔵
、
七
冊
）

　
　
　
　
〔
梵
〕
神
龍
院
梵
舜
本
（
岡
右
所
蔵
、
二
〇
冊
、
但
し
第
五
冊
欠
）

　
　
　
　
〔
閣
〕
内
閣
文
庫
本
（
内
閣
文
庫
所
蔵
、
二
〇
冊
、
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
本
）

　
　
　
　
〔
谷
〕
谷
森
善
臣
旧
蔵
本
（
宮
内
庁
書
陵
榔
所
蔵
、
七
冊
、
国
史
大
系
本
底
本
）

　
　
　
　
〔
中
〕
谷
森
善
臣
旧
蔵
中
原
家
本
（
同
右
所
蔵
、
七
冊
）

　
　
　
　
〔
十
〕
十
冊
本
（
同
右
所
蔵
、
一
〇
冊
）

　
　
　
　
〔
東
〕
東
山
御
文
庫
本
（
東
山
御
文
庫
所
蔵
、
四
〇
軸
）

　
　
　
　
〔
高
〕
高
松
宮
本
（
高
松
宮
所
蔵
、
四
〇
冊
、
有
栖
川
宮
旧
蔵
本
）
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〔
前
〕
前
田
家
本
（
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
、
七
冊
）

　
　
〔
猪
〕
猪
熊
本
（
恩
頼
堂
文
庫
所
蔵
、
七
冊
、
但
し
第
一
～
第
三
冊
の
み
現
存
）

　
　
〔
宮
〕
神
宮
文
庫
本
（
神
宮
文
庫
所
蔵
、
一
五
冊
）

○
元
和
校
本
系
諸
本

　
　
〔
角
〕
角
倉
本
（
蓬
左
文
庫
所
蔵
、
　
一
三
柵
、
寛
永
一
一
年
角
倉
平
治
献
上
本
）

　
　
〔
吉
〕
吉
田
家
本
（
天
理
図
書
館
所
蔵
、
＝
二
冊
）

　
　
〔
九
〕
九
条
家
本
（
同
右
所
蔵
、
二
ご
冊
）

　
　
〔
桂
〕
桂
宮
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
、
一
三
冊
）

　
　
〔
近
〕
近
衛
家
本
（
陽
胴
文
庫
所
蔵
、
＝
二
冊
）

　
　
〔
河
〕
河
村
秀
興
旧
蔵
本
（
多
和
文
庫
所
蔵
、
一
三
冊
）

○
そ
の
他

　
　
〔
谷
一
〕
谷
森
善
臣
旧
蔵
一
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
、
二
〇
冊
）

　
　
〔
印
〕
明
暦
三
年
立
野
春
節
校
印
本
（
二
〇
冊
）

〔
校
異
〕

　
ω
　
等
、
諸
本
元
、
但
〔
河
〕
傍
朱
イ
本
有
。
大
系
本
拠
日
本
紀
略
補
。

　
②
　
亦
、
〔
桂
〕
〔
近
〕
光
。
〔
金
〕
〔
兼
〕
〔
梵
〕
「
閣
〕
〔
谷
〕
〔
中
〕
〔
十
〕
〔
東
〕
〔
高
〕
〔
前
〕
〔
猪
〕
〔
宮
〕
〔
角
〕
〔
吉
〕
〔
九
〕
〔
河
〕
〔
谷
一
〕
作
六
、
但
〔
宮
〕
加
筆
改
亦
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
〔
谷
一
〕
加
朱
筆
改
亦
而
更
傍
朱
書
「
亦
」
、
〔
角
〕
〔
吉
〕
朱
抹
蒲
傍
朱
書
「
此
字
未
詳
」
。
大
系
本
拠
〔
宮
〕
〔
印
〕
改
。

③
廿
、
〔
角
〕
〔
吉
〕
〔
九
〕
〔
桂
〕
〔
近
〕
〔
河
〕
〔
印
〕
作
二
＋
。
〔
宮
〕
傍
書
「
二
十
コ
口

④
　
県
、
〔
金
〕
〔
兼
〕
〔
梵
〕
〔
閣
〕
〔
谷
〕
〔
中
〕
〔
十
〕
〔
東
〕
〔
高
〕
〔
前
〕
〔
猪
〕
〔
宮
〕
〔
角
〕
〔
吉
〕
〔
河
〕
作
郡
、
但
〔
宮
〕
抹
而
傍
朱
書
「
県
イ
」
、
　
〔
角
〕
朱
抹
而
傍
書

　
「
県
乎
」
〔
吉
〕
〔
河
〕
傍
書
「
県
乎
」
。
大
系
本
拠
〔
印
〕
及
大
宝
元
年
正
月
定
量
条
改
。
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（9）　（8）　（7）　（6）　（5）

　
さ
て
以
上
の
結
果
を
見
る
と
、

の
は
、
二
〇
本
の
う
ち
九
条
家
本
、

う
ち
印
本
は
立
野
春
節
の
校
訂
に
な
る
も
の
で
あ
り
、

と
も
に
印
本
と
一
致
し
、
内
容
に
お
い
て
も
印
本
と
極
め
て
類
似
し
た
後
次
的
な
写
本
で
あ
る
。

こ
ろ
残
る
三
本
は
い
ず
れ
も
一
三
冊
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
諸
本
で
あ
る
が
、

も
ま
た
一
致
し
て
お
り
、

鼠
壁
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

成
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
　
考
本
云
永
正
十
二
年
閏
二
月
三
日
書
之

　
　
　
　
元
和
八
壬
戌
年
仲
夏
廿
日
以
実
隆
公
自
筆
ホ
考
了
同
日
加
句
読
　
西
山
期
遠
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
あ
る
の
が
そ
の
間
の
事
情
を
示
し
て
い
る
が
、
先
に
元
和
校
本
系
諸
本
と
し
て
一
括
し
た
よ
う
に
、
現
存
ご
二
冊
本
は
全
て
こ
の
元
和
八
年

の
西
山
期
遠
子
に
よ
る
校
本
を
祖
霊
と
す
る
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
右
の
九
条
家
本
以
下
の
三
本
に
「
県
犬
養
連
」
と
あ
る
の
は
、
決
し
て

こ
の
系
統
に
お
け
る
本
来
の
本
文
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
何
故
な
ら
、
先
の
校
異
に
示
し
た
如
く
、
元
和
校
本

大
伴
、
〔
前
〕
〔
猪
〕
元
、
但
〔
猪
〕
傍
書
補
。

一
十
、
〔
宮
〕
傍
書
「
十
一
ヵ
」
蒲
朱
抹
、
〔
角
〕
出
遣
改
十
一
。
〔
吉
〕
〔
九
〕
〔
榿
〕
〔
近
〕
〔
河
〕
〔
谷
一
〕
〔
印
〕
作
十
一
。

目
、
〔
十
〕
〔
高
〕
〔
東
〕
作
日
。

臣
、
諸
本
元
。
大
系
本
拠
文
武
元
年
九
月
壬
寅
条
及
霊
亀
二
年
四
月
癸
二
条
補
。

手
、
〔
宮
〕
作
午
而
傍
書
「
手
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
問
題
の
県
犬
養
掌
大
侶
に
つ
い
て
は
殆
ど
の
本
が
「
郡
犬
養
連
」
に
作
っ
て
お
り
、
　
「
県
犬
養
連
」
と
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
桂
宮
本
、
近
衛
家
本
、
谷
森
善
臣
旧
蔵
一
本
、
印
本
の
計
五
本
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
森
善
管
旧
蔵
一
本
も
ま
た
冊
数
、
半
丁
の
男
数
（
八
行
）
、
一
行
の
字
詰
（
一
八
字
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
っ
て
こ
れ
ら
を
除
外
す
る
と
、
結
局
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
一
三
冊
本
と
い
う
の
は
第
一
表
に
示
し
た
如
き
特
異
な
巻
次
構
成
を
も

　
　
　
そ
れ
ら
は
単
に
各
冊
の
巻
次
構
成
が
一
致
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
半
丁
の
行
数
（
八
行
V
、
一
行
の
字
詰
（
一
九
字
）

　
　
　
　
　
内
容
上
も
相
互
に
極
め
て
近
し
い
関
係
に
あ
る
一
群
の
写
本
で
あ
る
。
そ
の
本
文
は
、
概
に
北
川
和
秀
氏
に
よ
っ
て

　
　
　
　
③

　
　
　
　
　
　
基
本
的
に
金
沢
文
庫
本
（
摸
写
部
分
を
含
む
）
の
系
統
に
属
し
、
そ
れ
に
永
正
本
と
の
対
校
の
結
果
を
加
え
て
形

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
巻
一
の
本
奥
書
に
共
通
し
て
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の
も
と
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
金
沢
文
庫
本
、
及
び
永
正
本
系
諸
本
の
い
ず
れ
も
が
「
郡
犬
養
連
」
に
作
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
元
和

校
本
自
体
も
ま
た
同
様
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
同
じ
く
二
二
冊
本
の
中
に
あ
っ
て
も
、
角
倉
本
、
吉
田
家
本
、
河
村

秀
興
旧
蔵
本
な
ど
は
そ
の
本
文
を
「
郡
犬
養
連
」
に
作
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
傍
書
に
て
「
県
乎
」
と
註
記
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
傍

書
が
酉
山
期
遠
望
自
身
に
よ
る
も
の
か
、
或
は
そ
の
後
の
最
初
期
の
転
写
本
に
お
い
て
初
め
て
付
さ
れ
た
も
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
　
「
郡

犬
養
連
」
と
い
う
よ
う
な
見
逼
れ
ぬ
文
字
使
い
に
対
す
る
不
審
の
念
を
表
明
し
た
も
の
に
相
違
な
く
、
九
条
家
本
、
桂
宮
本
、
近
衛
家
本
な
ど

は
、
そ
の
後
の
転
写
者
の
恣
意
的
な
判
断
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
こ
の
墨
書
を
以
て
原
本
文
を
改
め
て
し
ま
っ
た
姿
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
掲
げ
た
六
点
の
一
三
冊
本
の
う
ち
で
は
角
倉
本
が
最
も
原
形
に
近
く
、
桂
宮
本
、
近
衛
家
本
な
ど
は
最
も
後
次
的
で
あ
る
こ
と
が
、
先

の
②
「
亦
」
⑥
「
一
十
」
な
ど
の
字
句
の
校
異
を
通
じ
て
も
窺
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
印
本
、
谷
森
露
量
旧
蔵
一
本
を
含
め
、
結
局
の
と
こ
ろ
「
県
犬
養
連
」
と
す
る
本
文
は
全
て
江
戸
期
以
降
の
恣

意
的
な
校
訂
の
結
果
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
神
宮
文
庫
本
の
傍
書
に
朱
筆
で
「
県
イ
」
と
あ
る
の
も
同
断
で
、
同
誌
が
書
写
さ
れ

た
承
応
二
年
以
後
に
行
わ
れ
た
別
本
と
の
対
校
に
も
と
つ
く
註
記
で
あ
り
、
そ
の
イ
本
は
他
の
校
合
箇
所
か
ら
見
て
印
本
、
も
し
く
は
一
三
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

本
系
の
一
本
か
と
見
ら
れ
る
。
先
の
校
異
に
み
る
如
く
、
永
正
本
系
の
本
文
で
は
元
来
こ
の
よ
う
な
傍
書
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
が

中
世
以
前
に
存
在
し
た
翔
系
の
古
写
本
の
本
文
を
伝
え
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
筆
老
は
な
お
幾
つ
か
の
本
に
つ
い
て

未
調
査
で
は
あ
る
が
、
金
沢
文
庫
本
の
影
写
本
を
除
け
ば
殆
ど
が
一
三
冊
本
で
あ
り
、
そ
の
本
文
が
「
郡
犬
養
連
」
を
原
形
と
す
る
こ
と
は
右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
他
の
若
干
の
写
本
を
含
め
て
も
、
以
上
の
調
査
で
ま
ず

　
　
　
次

第一表

13側本の巻次構成

冊i巻
1－v4

5一一8

9　”vl1

12”v15

16’v19

20一“22

23”v25

26”v29

30－v32

33’v35

　36

37“w38

39”v40

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3

そ
の
大
要
を
尽
し
て
い
る
と
言
っ
て
差
し
つ
か
え
な
く
、
従
っ
て
現
存
諸
本
に
よ
っ

て
見
る
限
り
、
大
宝
元
年
七
月
壬
辰
条
に
お
け
る
「
郡
犬
養
連
大
回
」
の
表
記
は
や

は
り
動
か
し
難
い
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
直
ち
に
そ
れ
が

『
虚
日
本
紀
』
の
原
本
文
で
あ
る
と
断
定
す
る
に
は
、
こ
こ
に
な
お
考
慮
を
要
す
べ
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き
困
難
な
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
以
下
節
を
改
め
て
そ
の
点
を
検
討
し
て
お
く
こ
と
ど
し
よ
う
。

①
印
本
は
「
亦
」
字
に
作
る
が
（
左
図
A
）
、
よ
く
観
察
す
る
と
他
の
箇
所
の
「
亦
」

　
字
（
左
図
B
）
と
は
字
形
が
違
っ
て
お
り
、
　
「
六
」
字
に
後
か
ら
「
月
」
を
加
え

　
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
宮
内
庁
讐
陵
部
蔵
本
、
内
閣
文
庫
蔵
本
、
京
都
大
学
蔵

　
本
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
塞
な
ど
三
〇
数
点
に
つ
い
て
見
た
限
り
で
は
、
後

　
印
本
も
含
め
て
全
て
同
様
で
あ
る
。
印
本
に
関
し
て
殆
ど
朱
調
査
な
私
に
は
そ
の

　
闘
の
事
悟
に
つ
い
て
確
言
し
難
い
が
、
図
A
の
一
部
を
図
C
と
し
て
拡
大
し
た
よ

　
う
に
、
最
終
画
の
上
に
第
四
画
の
竪
捧
が
墨
色
を
異
に
し
て
重
な
っ
て
お
り
、
こ

　
れ
が
何
ら
か
の
技
法
に
よ
っ
て
後
か
ら
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で

　
あ
る
。
即
ち
印
本
に
お
い
て
も
こ
こ
は
元
来
「
六
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ

　
こ
を
「
亦
」
と
す
る
の
は
全
て
近
世
以
降
の
文
意
に
よ
る
校
訂
の
結
果
で
あ
る
こ

　
と
が
知
ら
れ
る
。

②
　
谷
森
一
本
が
閾
字
を
と
ら
な
い
為
に
、
一
冊
の
丁
数
に
お
い
て
は
若
干
の
桐
達

　
を
来
た
し
て
い
る
。

③
北
川
和
秀
「
社
日
本
紀
諸
本
の
系
統
に
つ
い
て
」
（
『
晦
日
本
紀
研
究
』
一
八
八

　
一
九
七
六
年
）
。

④
　
但
し
、
本
稿
に
掲
げ
た
六
点
の
一
三
研
本
の
中
で
は
、
桂
宮
本
、
近
衛
家
本
が

　
こ
の
本
奥
書
を
脱
し
て
い
る
。

⑤
本
文
に
掲
げ
た
校
異
の
範
囲
で
は
、
㈲
廿
、
㈲
一
十
な
ど
の
校
合
に
よ
く
そ
れ

　
が
窺
わ
れ
る
。
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二

　
『
続
日
本
紀
』
の
現
存
諸
写
本
は
、
前
節
に
示
し
た
よ
う
に
、
大
き
く
見
て
、
永
正
本
系
（
ト
部
本
系
）
と
金
沢
文
庫
本
系
の
二
つ
の
系
統

に
区
別
さ
れ
る
が
、
問
題
は
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
平
蔵
の
金
沢
文
庫
本
四
〇
巻
の
う
ち
、
異
本
は
巻
十
一
～
四
十
の
三
〇
巻
の
み
で
、
大
宝
元

年
紀
を
含
む
巻
一
～
十
の
部
分
は
慶
長
一
九
年
の
補
写
本
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
が
何
本
に
よ
っ
て
補
写
さ
れ
た
も
の
か
と
い
う

点
が
非
常
に
重
要
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
難
解
が
各
巻
首
尾
に
「
金
沢
文
庫
」
の
黒
印
を
捺
す
の
に
対
し
、
補
写
本
一
〇
巻
は
各
巻
首
に
「
金

沢
筆
写
」
の
四
文
字
を
存
し
て
お
り
、
一
見
、
恰
も
そ
れ
が
既
に
失
わ
れ
た
常
本
を
以
て
、
ま
た
或
は
別
種
の
金
沢
本
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た

　
　
　
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

か
の
よ
う
な
感
を
も
抱
か
し
め
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
殆
ど
聞
題
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
残
念
な
が
ら
こ
れ
は
そ
う
で
は
な
い
。
既

に
北
川
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
補
写
本
一
〇
巻
は
永
正
本
系
の
本
文
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
直
接
に
は
内
閣
文
庫
本
（
紅
葉
山
文
庫
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②

旧
蔵
本
）
を
親
本
と
し
て
書
写
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
氏
は
本
文
内
容
の
比
較
に
よ
っ
て
、
吉
田
兼
右
本
↓
内
閣
文
庫
本
↓
金
沢
補
写
本

と
い
う
転
写
関
係
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
三
本
を
詳
細
に
比
較
す
れ
ば
、
氏
の
掲
げ
ら
れ
た
も
の
以
外
に
も
右
の
関
係
を
証
す
る
多
数
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

実
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
こ
の
三
本
に
関
し
て
は
、
　
『
百
日
本
紀
』
の
場
合
に
は
珍
し
く
、
他
の
記
録
史
料
に
よ
っ
て
も
そ
の
関

係
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
徳
川
家
康
の
蒐
書
事
業
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
最
初
に
家
康
の
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
た
『
続
日
本
紀
』
は

金
沢
文
庫
本
三
〇
巻
で
あ
り
、
そ
れ
は
慶
長
一
七
年
三
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
即
ち
『
駿
府
記
』
同
月
一
〇
日
条
に

　
　
　
伊
豆
山
般
若
院
快
運
献
続
日
本
紀
。
令
道
春
読
之
。

と
見
え
る
の
が
そ
れ
で
、
　
『
高
野
春
秋
』
に
よ
れ
ば
、
脚
本
は
慶
長
一
五
年
一
〇
月
、
般
若
院
に
没
し
た
高
野
山
学
侶
の
棟
梁
頼
慶
の
所
持
本

で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
が
家
康
に
献
上
さ
れ
た
当
初
か
ら
一
〇
巻
分
を
欠
い
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
、
　
『
駿
府
記
』
同
一
九
年
六
月
二
日
条

に　
　
　
今
日
巻
本
之
続
日
本
紀
不
足
之
処
十
巻
、
此
中
仰
五
山
衆
令
書
続
給
、
捧
御
前
。

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
窺
わ
れ
る
が
、
こ
の
馬
面
山
衆
に
命
じ
て
補
写
さ
せ
た
不
足
分
一
〇
巻
が
今
問
題
の
金
沢
補
写
本
な
の
で
あ
る
。
で
は

家
康
は
金
沢
本
の
不
足
を
何
本
に
よ
っ
て
補
写
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
時
の
空
写
は
駿
府
で
、
家
康
の
も
と
に
あ

っ
た
別
本
を
以
て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
以
前
に
金
沢
本
以
外
に
家
康
の
も
と
に
あ
っ
た
『
通
日
本
紀
』
と
い
え
ぱ
、
そ
れ
は

前
年
三
月
に
神
龍
院
梵
舜
に
よ
っ
て
献
上
さ
れ
た
一
本
以
外
に
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
家
康
は
快
運
か
ら
金
沢
文
庫
本
三
〇
巻
を
献
上
さ
れ
て
以
来
、
何
と
か
完
全
に
『
続
日
本
紀
』
の
写
本
を
入
手
す
る
こ
と
を
念
願
し
て
い
た

ら
し
く
、
そ
の
同
じ
年
の
冬
頃
か
ら
、
林
富
山
、
金
地
院
崇
伝
を
通
じ
て
梵
舜
の
も
と
に
ト
部
家
の
『
続
日
本
紀
』
を
書
写
・
献
上
す
る
よ
う

働
き
か
け
て
い
た
。
　
『
舜
旧
記
』
慶
長
一
七
年
一
一
月
八
臼
条
に

　
　
　
薬
師
参
詣
次
、
道
春
所
江
罷
。
高
嶋
硯
一
藏
令
持
参
。
面
会
雑
談
共
也
。
続
日
本
紀
之
事
申
渡
了
。
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と
見
え
、
　
『
本
光
国
師
日
記
』
岡
年
一
二
月
二
八
日
条
に

　
　
　
神
龍
院
へ
依
道
春
望
折
紙
遣
。
続
日
添
紀
御
進
上
可
然
由
申
遣
。

と
あ
る
の
が
そ
の
間
の
消
息
を
物
語
っ
て
い
る
が
、
梵
舜
は
崇
伝
か
ら
の
折
紙
を
う
け
て
、
翌
一
八
年
正
月
に
そ
の
書
写
に
と
り
か
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
即
ち
『
舜
旧
記
』
同
一
八
年
正
月
一
六
日
条
に

　
　
　
続
日
本
紀
七
冊
、
吉
田
ヨ
リ
左
京
爺
婆
来
也
。
駿
河
国
大
御
所
様
依
御
謎
、
予
書
写
之
義
申
付
也
。
急
々
義
也
。
道
春
申
次
也
。

と
見
え
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
梵
舜
が
家
康
へ
の
献
上
本
を
書
写
す
る
に
あ
た
っ
て
、
吉
田
よ
り
取
り
寄
せ
た

『
続
目
本
紀
』
が
七
冊
本
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
吉
田
家
（
ト
部
家
）
に
鎌
倉
時
代
初
期
か
ら
伝
来
し
た
累
代
の
家
本
は
二
〇
善
本
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
本
は
兼
満
の
代
、
大
永
五
年
に
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
子
兼
右
は
天
文
年
中
に
至
っ
て
、
先
に
永
正
＝
一
年
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

三
条
西
実
隆
・
公
認
父
子
が
ト
部
家
本
を
書
写
し
た
永
正
本
（
七
冊
）
を
逆
に
書
写
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
今
日
現
存
の
兼
山
本
七
冊
な

の
で
あ
る
が
、
右
の
よ
う
な
事
情
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
慶
長
一
八
年
当
時
、
吉
田
家
に
伝
存
し
て
い
る
『
芳
養
本
紀
』
と
い
え
ぱ
こ
の
兼
右
本

を
お
い
て
他
に
は
な
い
の
で
あ
り
、
右
の
『
舜
旧
記
』
の
記
事
は
よ
く
そ
れ
に
合
致
す
る
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
梵
舜
は
兼
黒
本

を
以
て
家
康
へ
の
献
上
本
を
書
写
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
『
本
町
国
師
日
記
』
同
年
二
月
二
四
日
条
に
「
豊
国
神
書
院
二
月
十
三
日
之
乙
類
」
と
見
え
る
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
既
に
書
写
の
功

成
っ
た
こ
と
を
し
ら
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
折
り
返
し
崇
伝
か
ら
出
府
す
べ
き
旨
の
連
絡
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
新
写
の
『
聖
日
本
紀
』

を
携
え
た
梵
舜
は
、
三
月
八
日
、
駿
府
へ
と
向
け
て
京
都
を
出
発
し
た
。
駿
府
到
着
は
一
四
日
の
こ
と
で
あ
る
が
、
翌
一
五
日
の
『
舜
旧
記
』

に
は

　
　
　
早
朝
金
地
院
へ
罷
。
予
小
袖
一
ツ
螂
絶
鞭
也
令
持
参
。
次
萩
原
ヨ
リ
小
袖
一
ツ
鍛
嫡
禰
伽
ト
也
。
於
伝
長
老
朝
食
也
。
御
誠
之
御
礼
、
今
日
可
然
之
由
仰
候

　
　
間
、
則
罷
出
車
。
翻
刻
御
対
面
。
予
一
番
二
御
礼
申
上
灘
。
杉
原
十
帖
、
続
日
本
紀
横
冊
桐
箱
入
進
上
也
。
御
前
之
仕
合
無
残
処
、
本
書
御
気
色
入
事
、

　
　
無
是
非
仕
合
共
安
堵
仕
也
。
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と
見
え
て
お
り
、
早
速
に
家
康
へ
の
同
書
献
上
の
こ
と
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
注
鼠
さ
れ
る
の
は
、
家
康
へ
の
献
上
本
が
二
〇
冊
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
七
冊
本
の
構
成
を
と
る
兼
右
本
か
ら
書
写
し

た
こ
の
『
寧
日
本
紀
』
は
、
そ
の
体
裁
を
一
新
し
、
二
〇
冊
本
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
内
閣
文

庫
本
の
冊
数
と
一
致
し
て
い
る
。
先
述
の
通
り
、
内
容
上
か
ら
も
、
内
閣
文
庫
本
が
兼
右
本
か
ら
出
た
こ
と
は
明
ら
か
な
事
実
で
あ
る
が
、
以

上
に
よ
っ
て
、
こ
の
時
愈
愈
に
よ
っ
て
家
康
へ
と
献
上
さ
れ
た
本
こ
そ
、
内
閣
文
庫
現
下
の
旧
紅
葉
山
文
庫
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ

　
⑤
ろ
う
。
尤
、
こ
の
時
期
に
梵
舜
の
も
と
で
書
写
さ
れ
た
『
一
日
本
紀
』
と
し
て
は
、
実
は
今
一
部
の
二
〇
冊
本
が
現
存
し
て
い
る
。
そ
れ
は
天

理
図
書
館
所
蔵
の
梵
舜
本
で
あ
る
が
、
そ
の
最
終
冊
に

　
　
　
右
続
貨
本
紀
四
十
冊
遂
全
部

　
　
　
之
功
者
也

　
　
　
　
慶
長
十
八
礫
歳
正
月
吉
日
神
罷
院
梵
舜
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
享
保
十
九
仲
秋
日
一
見
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
（
花
押
）

と
い
う
奥
書
を
存
し
て
お
り
、
慶
長
一
八
年
正
月
の
書
写
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
の
本
も
ま
た
内
金
的
に
兼
右
本
か
ら
出
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
、
或
は
こ
れ
こ
そ
『
舜
旧
記
』
に
見
え
る
家
康
へ
の
献
上
本
で
は
な
い
か
と
の
疑
い
が
起
こ
る
か
も
知
れ
ぬ
。

し
か
し
右
の
奥
書
に
見
る
通
り
、
二
本
に
は
享
保
一
九
年
の
良
延
（
兼
雄
）
の
識
語
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
後
も
旧
吉
田
子
爵
家
に
伝
え

ら
れ
て
、
戦
後
に
な
っ
て
天
理
図
書
館
に
入
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
が
家
康
へ
の
献
上
本
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
慶
長
一
八
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

正
月
頃
、
梵
舜
の
も
と
で
は
、
兼
黒
本
を
親
本
と
し
て
二
部
の
『
続
日
本
紀
』
が
書
写
さ
れ
た
も
の
と
見
る
他
は
な
い
。

　
さ
て
梵
舜
献
上
本
を
入
手
し
た
家
康
は
、
翌
一
九
年
四
月
、
折
り
か
ら
詩
文
を
試
み
る
為
に
駿
府
に
召
し
寄
せ
て
い
た
京
都
五
山
の
僧
侶
達

に
命
じ
、
他
の
諸
書
と
共
に
新
た
な
幕
府
政
治
の
参
考
に
資
す
べ
き
条
々
を
抜
書
さ
せ
た
。
郎
ち
『
駿
府
記
』
慶
長
一
九
年
四
月
五
爲
条
に
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群
書
治
要
、
貞
観
政
要
、
続
日
本
紀
、
延
喜
式
、
自
御
前
出
、
五
山
衆
可
令
書
抜
公
家
武
家
可
為
法
度
之
処
平
貝
被
仰
出
。
金
地
院
崇
伝
、
道
春
承
之
。

と
見
え
、
同
じ
く
一
三
日
条
に

　
　
　
今
日
群
書
治
要
、
続
日
本
紀
、
延
喜
式
等
之
抜
書
、
警
醒
御
前
。
金
地
院
、
道
春
於
御
前
読
進
之
。

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
今
日
所
々
に
架
蔵
さ
れ
る
『
続
日
本
紀
綱
要
』
上
下
二
冊
こ
そ
、
恐
ら
く
こ
の
時
の
抜
葦
に
か
か
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
内
閣
文
庫
本
『
不
日
本
紀
』
に
は
、
現
在
も
こ
の
『
黒
日
本
紀
綱
要
』
二
冊
が
一
部
の
も
の
と
し
て
付
属
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
四
月
下
旬
に
五
山
衆
は
駿
府
を
発
っ
て
江
戸
へ
と
赴
い
た
が
、
五
月
下
旬
に
は
再
び
上
洛
の
途
上
駿
府
へ
立
寄
り
、
そ
こ
で
金
沢

文
庫
本
の
欠
巻
を
補
写
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
先
に
掲
げ
た
『
駿
府
記
』
慶
長
一
九
年
六
月
二
日
条
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
仏
性
本
源
国

師
所
叔
顕
曄
の
日
記
『
選
書
集
』
（
『
鹿
苑
日
録
』
の
う
ち
）
に
は
、
そ
の
様
子
が
さ
ら
に
詳
し
く
記
録
せ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
五
月
二
九
日
条

に　
　
　
到
金
地
院
、
書
続
日
本
紀
。
上
州
大
野
筆
一
対
、
南
都
墨
一
挺
宛
、
賜
書
続
日
本
紀
之
衆
十
員
也
。

と
見
え
、
六
月
朔
日
条
に
も

　
　
　
早
朝
□
金
地
院
、
書
続
鷺
本
紀
。
喫
氷
也
。

と
見
え
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
「
書
続
日
本
紀
之
衆
十
員
」
と
あ
る
の
は
金
沢
補
写
本
一
〇
巻
の
現
状
に
よ
く
合
致
し
て
い
る
。
こ

れ
は
一
人
が
一
巻
つ
つ
書
写
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
現
存
の
補
写
本
一
〇
巻
は
各
巻
そ
の
筆
跡
を
異
に
し
て
お
り
、
顕
陣
以
下
一
〇
人

の
五
山
僧
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
巻
首
に
付
さ
れ
た
「
金
沢
本
訴
」
の
四
文

宇
は
一
〇
巻
と
も
全
て
同
一
筆
と
認
め
ら
れ
、
恐
ら
く
は
後
に
一
括
し
て
記
入
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
も
そ
れ
が
決
し
て
真
実

を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
先
述
の
よ
う
に
、
こ
の
時
点
で
家
康
の
も
と
に
あ
っ
た
『
続
日
本
紀
』
と
言
え
ば
、
金
沢
本

以
外
に
は
前
年
三
月
の
梵
磁
石
上
本
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、
内
容
比
較
か
ら
す
る
所
見
と
心
心
っ
て
、
金
沢
本
の
落
首
が
梵
舜
献
上
本
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

拠
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
事
実
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
家
康
の
死
後
、
駿
府
の
蔵
書
は
所
謂
「
駿
河
御
臨
本
」
と
し
て
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御
三
家
に
分
譲
さ
れ
た
が
、
そ
の
一
部
は
ま
た
生
前
か
ら
秀
忠
の
い
る
江
戸
城
の
文
庫
に
も
送
ら
れ
て
い
た
。
補
写
本
を
含
む
金
沢
文
庫
本
四

〇
巻
は
尾
張
の
義
直
に
贈
ら
れ
、
そ
し
て
梵
舜
献
上
本
は
紅
葉
山
文
庫
に
入
っ
て
今
日
に
伝
存
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
兼
右
本
↓
内
閣
文
庫
本
↓
金
沢
補
写
本
と
い
う
転
写
関
係
が
、
内
容
上
か
ら
も
、
ま
た
外
的
な
記
録
史
料
の
上
か
ら
も
確
か
め
ら
れ

る
こ
と
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
重
大
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
右
の
事
実
は
、
『
続
日
本
紀
』
の
場
合
、
巻
一
～
十

の
部
分
に
つ
い
て
は
異
な
る
二
系
統
以
上
の
本
文
が
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
知
ら
れ
る
の
は
全
て
ト
部
家
本
、
直
接
に
は
永
正
本
系

の
本
文
の
み
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
般
に
『
続
日
本
紀
』
の
巻
十
以
前
を
史
料
と
し
て
用
い
る
場
合
、
充

分
に
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
が
、
特
に
本
稿
の
よ
う
に
、
一
般
的
な
文
字
使
い
と
は
異
な
る
特
殊
な
用
字
を
闘
乱
と
す
る
時
、

極
め
て
慎
重
な
取
り
扱
い
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
前
節
に
お
い
て
、
現
存
諸
本
に
よ
っ
て
見
る
限
り
大
宝
元
年
紀
の
「
郡
犬
養
連
」
の

表
記
は
動
か
し
難
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
今
日
伝
存
す
る
本
文
が
全
て
永
正
本
か
ら
発
し
た
も
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
れ
は
結
局
の

と
こ
ろ
永
正
本
、
も
し
く
は
遡
っ
て
ト
部
家
本
の
本
文
が
そ
う
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
に
過
ぎ
ず
、
直
ち
に
そ
れ
が
『
落
日
本
紀
』
の
原
本
文

で
あ
る
と
は
容
易
に
断
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
か
な
り
困
難
な
問
題
を
含
ん
で
は
い
る
が
、
し
か
し
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
大
宝
元
年
七
月
壬
万
言
の
「
郡
犬
養
連
」
の
場
合
、
こ
れ
が
原
本
文
で
あ
る
可
能
性
は
非
常
に
強
い
も
の
と

考
え
る
。
以
下
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
し
よ
う
。

①
『
饗
蕪
葉
慧
図
録
』
第
一
輯
（
一
九
六
七
年
）
で
は
罰
の
金
沢
文

　
庫
本
に
よ
っ
て
補
写
さ
せ
た
」
と
い
う
見
解
が
と
ら
れ
て
い
る
。

②
北
川
和
秀
「
続
濤
本
紀
諸
本
の
系
統
に
つ
い
て
」
（
『
麗
日
本
紀
研
究
』
一
八
八

　
一
九
七
六
年
）
。

③
　
紙
幅
の
都
合
で
三
本
の
詳
細
な
対
照
衷
を
掲
げ
る
こ
と
は
省
略
す
る
が
、
例
え

　
ば
次
の
よ
う
な
事
実
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

　
ω
　
大
宝
二
年
二
丁
乙
圭
冠
の
分
註
「
先
是
別
有
税
司
主
取
至
是
始
給
国
司
焉
」

　
　
の
「
国
」
字
を
内
閣
本
、
金
沢
補
写
本
は
欠
き
、
一
字
分
空
白
と
し
て
い
る
が
、

　
兼
山
本
で
は
こ
の
部
分
が
虫
損
で
読
み
と
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
②
　
霊
亀
元
年
四
月
癸
下
条
に
お
い
て
、
金
沢
補
写
本
は
「
小
治
田
朝
臣
安
麻
呂

　
県
犬
養
車
田
筑
紫
平
群
朝
臣
」
の
一
九
字
を
脱
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
内
閣
本

　
の
丁
度
一
行
分
、
し
か
も
第
三
冊
第
辮
二
丁
蓑
の
末
行
に
相
当
し
て
い
る
。
同

　
様
の
例
は
他
に
数
箇
所
あ
る
。

④
　
ト
部
家
伝
来
本
が
二
〇
冊
本
で
あ
り
、
鎌
倉
繁
華
初
期
か
ら
伝
来
し
た
と
み
ら

　
れ
る
こ
と
、
永
正
本
の
書
写
が
実
隆
・
公
条
父
子
に
よ
っ
て
分
担
し
て
進
め
ら
れ

　
た
こ
と
、
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
ト
部
家
本
及
び
永
正
本
『
続
日
本
紀
』
に
つ
い
て
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の
二
・
三
の
考
察
」
　
（
『
統
日
本
紀
研
究
』
一
九
三
　
一
九
七
七
年
）
、
永
正
本
が

　
七
冊
本
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
永
正
本
『
続
日
本
紀
』
の
本
文
復
原

　
に
関
す
る
予
備
的
考
察
」
　
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
二
〇
〇
　
一
九
七
入
年
）
、
卜
部

　
家
相
伝
本
が
大
永
五
年
に
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
北
川
氏

　
註
②
論
文
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
兼
右
本
の
書
写
時
に
つ
い
て
は
、

　
そ
の
鉄
の
蓑
に
「
聖
心
兼
右
手
玉
響
文
中
古
写
本
」
と
あ
る
判
断
に
従
っ
た
。

⑤
　
『
改
訂
　
内
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
』
上
で
は
手
本
を
慶
長
一
九
年
雷
写
と
し

　
て
い
る
が
、
同
一
八
年
梵
差
等
欝
写
と
で
も
す
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

⑥
　
北
川
氏
註
②
論
文
。

⑦
　
内
閣
本
は
半
丁
八
行
、
一
行
一
九
字
詰
で
あ
る
の
に
対
し
、
同
じ
二
〇
冊
本
で

　
も
梵
舜
本
は
半
睡
｝
○
行
、
一
行
二
四
字
で
、
一
行
の
字
数
は
親
本
で
あ
る
兼
右

　
本
の
前
半
部
の
体
裁
を
踏
襲
し
て
い
る
。

⑧
岸
俊
男
「
『
続
日
本
紀
隠
写
本
と
壬
戌
歳
戸
籍
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
二
〇
〇

一
九
七
八
年
）
で
は
、
和
銅
元
年
七
月
乙
巳
条
に
見
ら
れ
る
戸
籍
継
属
藝
書
の
蜜

入
、
即
ち
「
紀
伊
魍
名
草
出
撃
二
郷
細
螺
歳
芦
籍
」
の
一
四
文
字
が
本
文
中
に
存

在
す
る
か
薄
書
と
し
て
存
在
す
る
か
に
よ
っ
て
諸
本
の
分
類
を
行
い
、
そ
の
結
果

と
し
て
、
心
落
本
と
内
閣
本
・
金
沢
補
写
本
の
二
本
と
は
鋼
グ
ル
…
ブ
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
金
沢
補
写
本
に
つ
い
て
は
や
は
り
本
来
の
金
沢
文

庫
本
を
写
し
た
と
す
る
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
本
文
に

艘
写
し
た
如
く
、
こ
の
三
本
の
転
写
関
係
に
つ
い
て
は
疑
い
な
く
、
右
の
一
四
文

字
に
つ
い
て
も
、
兼
右
本
な
ど
の
七
冊
本
で
は
元
来
異
本
校
舎
の
結
果
と
し
て
傍

書
し
て
あ
っ
た
も
の
を
、
内
閣
本
の
書
写
時
に
本
文
に
組
み
込
ん
だ
も
の
と
理
解

す
べ
き
で
あ
る
。
難
路
本
の
聖
書
イ
本
の
文
字
を
本
文
に
写
し
込
ん
だ
り
、
ま
た

そ
れ
で
以
て
元
来
の
本
文
を
訂
正
し
た
り
す
る
こ
と
は
内
閣
本
の
随
所
に
見
ら
れ
、

同
疇
期
に
や
は
り
梵
舜
の
も
と
で
書
写
さ
れ
た
天
理
図
書
館
の
梵
零
本
で
も
同
様

の
こ
と
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
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三

　
今
握
り
に
「
郡
犬
養
連
」
の
「
郡
」
字
が
原
本
文
で
な
い
と
す
れ
ば
、
考
え
ら
れ
る
の
は
永
正
本
書
写
時
に
お
け
る
誤
写
、
も
し
く
は
そ
の

親
本
で
あ
る
ト
部
家
相
伝
本
の
書
写
時
に
お
け
る
誤
写
の
可
能
性
で
あ
る
。
し
か
し
「
県
」
字
と
「
郡
」
字
と
を
比
較
す
る
と
、
草
体
に
お
い

て
も
そ
の
字
形
は
か
な
り
桐
透
し
て
お
り
、
一
般
に
不
注
意
に
よ
る
誤
写
の
可
能
性
は
殆
ど
な
い
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
事
実
『
続
日

本
紀
』
の
他
の
箇
所
に
お
け
る
県
字
の
用
例
を
調
査
す
る
と
、
第
二
表
に
示
し
た
如
く
、
全
部
で
一
七
三
箇
所
ほ
ど
の
使
用
例
を
検
出
で
き
る

が
、
他
に
一
つ
と
し
て
こ
れ
を
「
郡
」
に
誤
写
し
た
よ
う
な
事
実
は
な
い
の
で
あ
る
。
或
は
こ
れ
を
『
日
本
書
紀
』
の
古
訓
に
「
県
」
を
「
コ

ホ
リ
」
と
営
む
よ
う
な
、
そ
の
よ
う
な
学
的
環
境
の
も
と
で
、
書
写
者
が
無
意
識
の
う
ち
に
「
郡
」
と
書
い
て
し
ま
っ
た
も
の
と
見
て
も
事
情

は
同
じ
で
あ
ろ
う
。
書
写
に
際
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
容
易
に
起
り
う
る
ほ
ど
「
県
」
字
を
「
コ
ホ
リ
」
と
訓
む
こ
と
が
当
時
一
般
化
し
て



い
た
と
す
れ
ば
、
他
の
箇
所
に
お
い
て
も
今
一
つ
ぐ
ら
い
同
様
の
実
例
が
存
在
し
て
い
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
を
単
な
る

誤
写
で
は
な
く
、
書
写
者
が
意
識
的
に
書
き
改
め
た
の
だ
と
見
る
の
も
現
実
的
で
な
く
、
全
く
必
然
性
に
乏
し
い
。
　
「
県
犬
養
連
」
は
極
め
て

一
般
的
な
見
馴
れ
た
用
字
で
あ
る
の
に
紺
し
、
　
「
郡
犬
養
連
」
と
い
う
書
き
様
は
他
に
類
例
も
な
く
、
先
に
見
た
九
条
家
本
・
桂
宮
本
・
近
衛

家
本
の
よ
う
に
「
郡
」
を
「
県
」
と
書
き
か
え
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
逆
は
考
え
難
い
こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
む

　
こ
の
よ
う
に
「
郡
犬
養
連
」
の
表
記
を
後
代
の
誤
写
、
も
し
く
は
意
図
的
な
改
変
と
見
る
可
能
性
は
殆
ど
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る

が
、
勿
論
そ
れ
は
絶
対
的
な
こ
と
で
は
な
い
。
た
だ
こ
こ
で
注
図
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
大
宝
元
年
七
月
毛
蚕
条
は
特
殊
な
史
料
的
性
格
を
も
っ

て
お
り
、
こ
こ
に
見
え
る
壬
申
年
功
臣
の
表
記
は
、
前
後
の
記
載
と
は
異
な
り
、
い
ず
れ
も
天
重
富
の
古
記
録
に
も
と
つ
く
古
い
表
記
を
そ
の
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第二表　r続日本紀』における察字の使用例

数句語

109

94

2

13

4040

23

13

10

県犬養宿禰（連）

大県史（連）

県主・県造

阿倍朝臣御（笙）県・多治比真人子守

二毛県・新良三舎姓県麻呂・県女王

国内（諸県舞を含む）

中軸

氏
　
　
土

人
名

地
　
名

工1他1二二

173計

ま
ま
に
保
っ
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
点
は
既
に
野
村
忠
夫
薦
の
指
摘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
同
条
に
見
え
る
一
五
人
の
功
臣
に
つ
い
て
、
今
改
め
て
『
鷺

本
書
紀
』
も
含
め
た
前
後
の
記
載
と
の
関
係
を
表
示
し
た
の
が
第
三
表
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
れ
ば
、
大
宝
元
年
七
月
壬
辰
紀
に
お
け
る
壬
申
年
功
臣
の
氏
姓
表
記
は
、
改
賜
姓
の
事

実
の
知
ら
れ
る
全
て
の
例
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
そ
れ
以
前
の
古
い
カ
バ
ネ
を
も
つ
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
青
し
て
『
日
本
書
紀
』
　
『
十
日
本
紀
』
と
も
に
、
そ
の
他
の
箇

所
で
は
、
改
賜
姓
を
境
と
す
る
カ
バ
ネ
の
書
き
分
け
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
各
々
そ
の
時

点
現
在
の
姓
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
れ
が
当
然
で
あ
っ
て
、
大
宝
元
年
紀

の
表
記
は
、
　
一
五
人
の
功
臣
が
功
樹
を
支
給
さ
れ
た
時
点
、
　
即
ち
文
房
に
い
う
　
「
一
朝

論
功
行
宮
時
」
に
お
け
る
馬
姓
表
記
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
結
果
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の

霜
朝
（
天
武
朝
）
に
お
け
る
論
功
行
賞
が
何
時
の
時
点
の
こ
と
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、

　
　
　
「
書
直
知
徳
」
の
表
記
よ
り
し
て
、
、
こ
れ
が
「
連
」
を
賜
姓
さ
れ
た
天
武
一
〇
年
一
二
月
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第三蓑　大宝元年七月壬辰紀における壬申年功臣の姓表記の特異性

大宝元年紀 壬　申　紀 改賜姓｝ 壬申紀～大宝元年紀 s 大宝元年紀以後

村国小依 bsrarkss（雄咽 1x．…（連） 1霊亀…，宝開元・・2，・＊・1・護・…（連）

　　む
当麻公三見 1天武・3・・G鳳）ts一”ee元・嚇統・…，・・SC武…旧人）

　　　む郡犬養連大工 　　　む県犬養連大伴 天武・3・・2㈱魔昌喉鳥元．，，大＿㈱

　　む榎井速小脇 ｛朴井蓮㈱ 1 医武…（連） i
　　
書直知徳 睡知徳

　む
一首尼麻呂

　　む
黄文造大伴

　む
書首根鷹（麻）呂

　　む黄書造大伴

天武10・12（連）

天武14。6（忌「寸福）

天武1G・12（連）

持統6・5（忌寸）

奏養11：漁，1

1灘・・連・
持統元・8（連）

霊砲2・4，宝字元・12（忌寸）

慶雲4・1G，霊亀2・4，宝胴元・12（忌寸）

大宝3・7，漁銅3・10，霊亀2・4，宝字元・
12（連）

大癖馬細「絆酷細 1天武12・・（連）註 陣元・・（宿嗣……伯麻呂）

　　む大伴連御行

　　　　む阿倍普勢門御主人

天武13・12（宿禰）

天武13・11（朝臣）

天武4・3（連），天武14・9，持統2・11，同

5・正，同8・正，同10・10，文武4・8，大
宝元・正（宿禰）

正指同
翫族製糸簿瀾翫

赫

朱
同
量

大宝元・8，和銅5・9（宿禰）

大宝3・閏4，慶雲元・7，天平4・2，宝字5
・3（朝臣）

篠力眸繍一三融鍵盤 隣・・8㈱
　　　ワ若桜部臣五百瀬 職工百瀬1天武13…q一品）1持統・…（朝臣）

　　む
佐伯連大翼 陣二大目 i天武・3・・2（翻）［鰍…（宿調）

維繍比呂1身毛鉱 1闇闇・3（公一真依）

和爾二君手 1綱部曲手｝ 1文翫・姫） 降亀・・碇字元・・12（臣）

註1大伴残は天武13年12月に宿禰を賜ったが，馬来田はそれ以前，同12年6月に麗じた。

（
輯
め
）

り
H



評禰施行の歴史的前提（鎌田）

以
前
の
こ
と
で
あ
る
の
は
疑
い
な
く
、
野
村
氏
も
欝
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
時
の
記
録
が
関
係
の
官
司
に
伝
え
ら
れ
、
こ
の
大
宝
元
年
七
月
目

辰
勅
の
作
成
に
あ
た
っ
て
参
照
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
こ
の
大
宝
元
年
七
月
壬
巽
北
の
表
記
は
天
武
朝
の
古
記
録
を
今
に
伝
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

誠
に
貴
重
な
史
料
と
言
う
べ
く
、
そ
こ
に
「
県
犬
養
連
」
で
は
な
く
「
郡
犬
養
連
」
と
あ
る
こ
と
を
筆
老
は
重
視
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
因
み
に
、
野
村
氏
は
村
国
小
獣
に
つ
い
て
、
こ
の
大
宝
元
年
紀
の
記
載
を
根
拠
に
壬
申
紀
に
「
村
国
連
鶴
野
」
と
あ
る
の
を
否
定
し
、
村
国

氏
は
元
来
無
カ
バ
ネ
で
あ
っ
た
こ
と
を
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
同
様
の
こ
と
は
和
爾
部
臣
君
手
に
つ
い
て
も
言
え
る
よ
う
に
思
う
。
第
一

節
で
の
校
異
に
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
場
合
、
大
宝
元
年
紀
の
記
載
は
諸
写
本
と
も
に
「
臣
」
字
は
な
く
、
大
系
本
は
こ
れ
を
文
武
元
年
九
月
紀
、

霊
亀
二
年
四
月
紀
に
よ
っ
て
補
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
必
要
は
な
く
、
こ
れ
も
元
来
無
実
バ
ネ
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
和
爾
部
釣
手
は
壬
申
紀
の
後
、
文
武
元
年
九
月
紀
に
「
丸
部
臣
君
手
」
と
し
て
見
え
る
の
が
初
見
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
こ
の
間
に
壬
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

年
の
功
に
よ
っ
て
「
臣
」
姓
を
付
与
さ
れ
た
も
の
と
見
る
べ
く
、
出
雲
臣
狛
や
村
国
連
男
依
の
場
合
と
同
様
に
、
壬
申
紀
に
「
和
珂
部
臣
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む

手
」
と
あ
る
の
は
追
記
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
他
に
も
単
に
カ
バ
ネ
の
問
題
に
限
ら
ず
、
こ
の
和
爾
部
君
手
を
始
め
と
し
て
、
榎
井
連
小
君
、

　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

書
首
尼
麻
呂
、
阿
倍
普
勢
臣
御
主
人
、
神
事
加
牟
男
君
児
首
、
黒
総
都
響
比
呂
な
ど
、
こ
の
大
宝
元
年
紀
の
記
載
に
は
、
そ
の
用
字
法
の
全
体

に
渉
っ
て
、
　
『
日
本
書
紀
』
を
含
む
前
後
の
記
載
と
は
異
な
る
特
色
が
見
ら
れ
る
点
も
注
意
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
「
郡
犬
養
連
」
の
「
郡
」
字
が
一
般
に
後
代
の
誤
写
と
見
倣
し
難
い
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
大
宝
元
年
紀
の
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
史
料
的

性
格
が
明
ら
か
に
な
っ
て
み
れ
ば
、
全
部
で
二
〇
〇
例
近
い
『
半
日
本
紀
』
の
門
流
」
字
の
中
で
、
こ
の
箇
所
に
限
っ
て
そ
の
よ
う
な
誤
記
が

生
じ
た
と
見
る
の
は
一
層
困
難
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
こ
こ
は
そ
の
特
色
あ
る
用
字
法
全
体
の
中
で
「
郡
犬
養
連
」
の
表
記
を
受
け
止
め
る
べ
き

で
あ
り
、
天
武
朝
に
お
い
て
は
、
八
世
紀
以
後
に
一
般
化
し
定
着
す
る
「
県
犬
養
」
の
表
記
に
対
し
、
な
お
そ
の
「
県
」
字
を
『
郡
」
と
書
く

場
合
も
あ
っ
た
こ
と
を
、
そ
し
て
大
宝
元
年
七
月
壬
辰
紀
で
は
、
そ
の
表
記
が
そ
の
ま
ま
に
踏
襲
さ
れ
た
こ
と
を
認
め
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

勿
論
原
本
そ
の
も
の
が
今
日
に
伝
存
し
な
い
以
上
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
一
箇
の
仮
説
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
意
味
で
は
、
極
論

す
れ
ば
、
他
の
文
書
史
料
等
の
裏
付
け
を
持
た
な
い
全
て
の
記
載
が
、
特
に
巻
十
以
前
の
部
分
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
が
歴
史
的
真
実
で
あ
る
こ
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と
を
保
証
す
る
何
物
も
存
在
し
な
い
の
で
あ
り
、
以
上
の
如
き
手
続
き
を
尽
し
た
上
で
の
右
の
結
論
は
そ
れ
な
り
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
信
ず

る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
が
一
つ
の
仮
説
で
あ
る
こ
と
を
充
分
に
認
識
し
た
上
で
、
敢
え
て
こ
の
「
郡
犬
養
連
」
の
表
記
を
前
提
と
し

て
、
以
下
所
与
の
問
題
に
若
干
の
検
討
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
①
　
野
村
忠
夫
『
律
令
官
人
制
の
研
究
』
第
三
章
第
一
節
「
村
国
氏
の
中
央
貴
族
官
人
化
」
　
（
一
九
六
七
年
）
。

18 （514）

四

　
ま
ず
最
初
に
大
化
前
代
の
「
コ
ホ
リ
」
に
関
す
る
従
来
の
主
要
な
学
説
を
ふ
り
返
っ
て
お
く
こ
と
と
す
る
が
、
そ
の
点
で
第
一
に
取
り
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ね
ば
な
ら
な
い
の
は
中
田
薫
氏
の
所
説
で
あ
ろ
う
。
即
ち
氏
は
、
そ
れ
ま
で
一
般
に
国
造
の
ク
ニ
、
県
主
の
ア
ガ
タ
を
以
て
大
化
前
代
の
地
方

組
織
を
考
え
て
き
た
の
に
対
し
、
史
料
上
に
見
え
る
「
県
」
に
は
稲
置
の
主
算
す
る
「
コ
ホ
リ
」
と
県
主
の
「
ア
ガ
タ
」
と
が
あ
る
と
し
、
国

の
下
に
位
置
付
け
ら
れ
る
当
時
普
通
の
行
政
区
分
と
し
て
の
県
は
「
ニ
ホ
リ
」
で
あ
っ
て
、
　
「
ア
ガ
タ
」
は
そ
れ
と
は
別
に
点
在
し
た
御
料
地

で
あ
る
と
の
説
を
提
唱
さ
れ
た
。
こ
れ
は
『
階
書
』
及
び
『
北
史
』
の
倭
国
伝
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
翼
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
翼
）

　
　
　
有
軍
尼
一
百
二
十
人
。
猶
中
国
牧
宰
。
八
十
戸
置
一
伊
尼
翼
。
如
今
里
長
也
。
十
伊
尼
二
面
一
軍
尼
。

と
見
え
、
さ
ら
に
『
日
本
書
紀
』
成
務
五
年
九
月
条
に
も

　
　
　
令
諸
国
、
以
国
郡
立
造
長
、
県
邑
置
稲
置
。

と
見
え
て
、
国
造
（
国
）
－
稲
置
（
県
）
の
二
段
階
の
行
政
組
織
が
示
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
　
『
古
事
記
』
成
務
段
に
は

　
　
　
定
大
国
小
国
之
国
造
。
亦
定
賜
国
国
之
堺
、
及
大
県
小
県
之
県
主
。

と
あ
る
こ
と
と
の
矛
盾
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
孝
徳
紀
大
化
元
年
八
月
庚
子
条
の
「
県
稲
置
」
の
語
に
付
さ
れ
た
古
調
「
コ
ホ
リ
ノ

イ
ナ
キ
」
に
着
目
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
氏
が
『
日
本
書
紀
』
の
記
載
を
そ
の
ま
ま
に
受
け
と
め
る
立
場
か
ら
、
成
黒
革
以
来
、
国

照
二
段
階
の
整
備
さ
れ
た
行
政
区
画
が
存
在
し
た
と
す
る
点
な
ど
は
、
勿
論
今
日
に
お
い
て
到
底
認
め
難
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
『
日
本
書
紀
』



評制施行の歴史的前提（鎌田）

の
古
訓
を
主
た
る
根
拠
と
す
る
と
は
い
え
、
「
大
化
二
年
度
の
行
政
区
劃
改
定
に
当
っ
て
、
何
故
に
『
ク
ニ
』
と
同
様
由
来
久
し
き
『
ア
ガ
タ
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

な
る
歴
史
的
名
称
を
棄
て
て
、
突
如
『
コ
ホ
リ
』
な
る
語
を
以
て
こ
れ
に
代
へ
た
か
」
従
来
の
解
釈
で
は
説
明
で
き
ぬ
と
し
て
、
稲
置
の
県
を

「
コ
ホ
リ
」
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
研
究
に
一
つ
の
方
向
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
津
田
左
右
吉
氏
も
ま
た
、
大

化
の
郡
制
を
論
じ
た
中
で
、
孝
徳
朝
に
「
ク
ニ
の
語
と
共
に
行
政
区
劃
の
一
般
的
称
呼
と
せ
ら
れ
た
此
の
語
（
コ
ホ
リ
ー
筆
者
註
）
は
、
こ
れ

ま
で
全
く
世
に
用
ゐ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
」
と
し
て
、
既
に
大
化
前
代
に
「
コ
ホ
リ
」
と
呼
ば
れ
た
地
方
区
画
の
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

在
し
た
可
能
性
を
認
め
て
お
ら
れ
る
。

　
さ
て
戦
後
、
右
の
中
田
説
を
継
承
し
、
大
化
前
代
に
お
け
る
「
国
－
県
」
の
二
段
階
行
政
組
織
の
成
立
を
積
極
的
に
主
張
し
て
お
ら
れ
る
論

老
に
井
上
光
貞
氏
が
あ
る
。
馬
は
当
初
、
遅
く
と
も
七
世
紀
初
頭
に
は
國
県
鰯
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
、
し
か
し
国
県
鰯
の
滲
透
度
に
は
地
域

的
な
不
均
等
が
見
ら
れ
た
こ
と
、
の
み
を
主
張
し
、
稲
置
は
県
主
の
カ
バ
ネ
で
あ
る
と
し
て
、
中
田
説
の
特
色
を
な
す
「
二
種
の
県
」
論
を
否

　
　
　
　
④

定
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
上
田
正
昭
氏
と
の
論
争
を
経
る
中
で
前
説
を
訂
正
し
、
稲
置
の
主
饗
す
る
国
県
謝
の
県
と
県
主
の
県
と
を
区
別
す
る
中

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

圃
説
へ
と
回
帰
さ
れ
た
。
但
し
、
そ
こ
で
は
稲
置
の
県
を
何
と
称
し
た
か
、
即
ち
「
コ
ホ
リ
」
と
「
ア
ガ
タ
」
の
訓
の
問
題
に
は
直
接
触
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

は
お
ら
れ
ぬ
が
、
近
時
の
『
飛
鳥
の
朝
廷
』
に
お
い
て
は
「
県
稲
置
」
の
語
に
度
々
「
こ
ほ
り
の
い
な
ぎ
」
の
訓
を
付
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る

の
で
、
そ
れ
が
「
コ
ホ
リ
」
と
呼
ば
れ
た
、
も
し
く
は
そ
う
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の

書
で
は
、
県
稲
置
と
六
世
紀
以
後
の
所
謂
後
期
屯
倉
と
の
関
係
が
想
定
さ
れ
、
一
方
、
県
主
系
の
県
も
ま
た
国
造
の
治
め
る
国
の
下
部
機
構
に

再
編
さ
れ
た
と
し
て
、
畿
内
で
は
国
造
－
県
主
の
、
畿
外
（
東
国
）
で
は
国
造
一
己
稲
置
（
屯
倉
を
核
と
し
て
形
成
さ
れ
た
県
ー
コ
ホ
リ
ー
の

官
人
）
の
、
そ
れ
ぞ
れ
二
段
階
か
ら
な
る
地
方
政
治
機
構
（
国
苫
葺
）
の
存
在
が
構
想
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
井
上
氏
の
国
県
欄
論
と
は
別
に
、
戦
後
の
朝
曇
論
争
の
在
り
方
を
批
判
し
て
、
我
が
国
に
お
け
る
「
コ
ホ
リ
」
の
歴
史
的
な
性
格
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

及
び
そ
の
展
開
過
程
を
追
求
し
、
初
め
て
大
化
前
代
の
「
コ
ホ
リ
」
に
関
す
る
本
格
的
な
研
究
を
試
み
た
の
は
米
沢
康
氏
で
あ
る
。
氏
は
『
日

本
書
紀
』
に
お
け
る
「
影
響
」
記
載
の
分
析
、
及
び
新
羅
の
六
啄
評
な
ど
朝
鮮
の
コ
ホ
リ
の
性
格
を
踏
ま
え
て
、
我
が
国
の
「
コ
ホ
リ
」
は
元
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来
帰
化
人
集
団
の
族
制
的
人
的
団
体
の
称
呼
と
し
て
出
発
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
が
大
倭
政
権
の
国
内
支
配
と
の
関
係
に
お
い
て
次
第

に
政
治
的
地
域
団
体
と
し
て
の
意
味
あ
い
を
強
め
、
そ
の
よ
う
な
「
コ
ホ
リ
」
を
類
型
的
母
体
と
し
て
、
大
化
後
の
郡
（
評
）
制
が
法
的
に
全

国
的
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
政
治
的
地
域
的
な
性
格
を
強
め
た
、
謂
わ
ば
二
次
的
な
「
コ
ホ
層

リ
」
と
屯
倉
・
皇
籍
と
の
関
わ
り
を
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
前
記
の
井
上
氏
の
所
論
に
も
反
映
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
米
沢
説
を
継
承
し
、
　
「
県
」
史
料
に
対
す
る
中
田
氏
の
理
解
を
さ
ら
に
徹
底
さ
せ
た
丸
払
に
山
羅
幸
久
氏
が
あ
る
。
氏
は
、
従
来
「
ア

ガ
タ
」
の
史
料
と
さ
れ
て
き
た
も
の
に
殆
ど
確
か
な
も
の
は
な
く
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
コ
ホ
リ
」
で
、
県
は
「
コ
ホ
リ
」
を
表
記
し
た
古

い
用
字
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
我
が
国
に
お
け
る
「
コ
ホ
リ
」
の
源
流
は
新
し
い
タ
イ
プ
の
屯
倉
お
よ
び
戸
の
成
立
と
不
可
分
の
関
係
に
あ

り
・
「
ミ
ヤ
ヶ
」
「
イ
ナ
き
ヨ
ホ
リ
」
の
三
者
籍
互
条
質
的
な
関
連
を
持
つ
も
の
と
さ
れ
や
尤
・
氏
の
近
説
で
は
・
「
某
県
で
示
そ
う

と
し
て
い
る
実
体
は
コ
ホ
リ
で
あ
り
、
の
ち
に
県
を
コ
ホ
リ
と
読
む
古
訓
の
現
れ
る
根
拠
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
正
訓
そ
の
も
の
は
ア
ガ
タ
で

あ
る
と
修
正
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
前
言
を
翻
し
、
“
尊
い
田
（
崇
田
）
”
を
原
義
と
し
つ
つ
、
合
字
と
の
結
合
を
み
た
七
世
紀
前
半
の

「
ア
ガ
タ
」
は
、
朝
廷
開
墾
地
型
の
所
謂
「
田
部
の
ミ
ヤ
ケ
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
土
豪
献
上
蝋
型
ミ
ヤ
ケ
は
「
ミ
タ
」
と
呼
ば
れ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

い
う
、
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
当
否
は
と
も
か
く
と
し
て
、
先
の
引
用
部
分
、
及
び
田
部
に
編
成
さ
れ
た
朝
鮮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

系
渡
来
人
集
団
が
　
「
集
団
ご
と
に
某
コ
ホ
リ
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
」
　
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
よ
り
す
れ
ば
、
　
こ
こ
に
と
も
か
く
も

「
ア
ガ
タ
」
と
「
コ
ホ
リ
」
の
両
呼
称
が
同
一
実
体
の
上
に
重
複
す
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
点
は
注
意
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
こ
の

点
は
既
に
米
沢
氏
も
、
帰
化
人
の
族
制
的
団
体
と
し
て
の
「
コ
ホ
リ
」
は
「
当
然
地
理
的
な
ク
ニ
・
ア
ガ
タ
と
ダ
ブ
ヅ
て
も
良
い
」
と
い
う
形

　
　
　
　
　
　
　
⑪

で
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
従
来
難
解
な
「
ア
ガ
タ
」
と
「
コ
ホ
リ
」
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
、
注
目
す
べ
き
一
つ
の
方
向
が
示
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
他
で
は
直
接
大
化
前
代
の
「
コ
ホ
リ
」
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
山
尾
氏
の
前
説
を
承
け
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

「
県
」
　
「
県
主
」
史
料
の
全
面
的
な
再
検
討
を
試
み
た
小
林
敏
男
氏
の
研
究
も
存
在
し
て
い
る
。

　
以
上
、
評
制
施
行
の
歴
史
的
前
提
と
し
て
、
大
化
前
代
に
既
に
「
コ
ホ
リ
」
と
称
さ
れ
た
地
方
組
織
の
存
在
を
何
ら
か
の
形
で
認
め
よ
う
と
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す
る
主
要
な
学
説
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
国
華
墨
の
主
張
に
主
眼
を
置
く
井
上
説
な
ど
、
論
老
に
よ
っ
て
様
々
な
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
そ

の
現
在
の
大
勢
は
、
史
料
上
に
見
え
る
「
県
」
の
中
に
は
「
コ
ホ
リ
」
が
少
く
な
い
も
の
と
し
、
そ
の
内
容
と
し
て
は
屯
倉
を
中
核
と
す
る
一

定
の
領
域
的
支
配
が
構
想
さ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
不
思
議
に
思
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
よ
う

な
大
化
前
代
コ
ホ
リ
論
に
あ
っ
て
、
従
来
、
県
犬
養
氏
の
氏
名
に
含
ま
れ
る
「
県
」
字
が
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
問
題
に
は
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
恐
ら
く
県
犬
養
氏
が
「
ア
ガ
タ
ノ
イ
ヌ
カ
ビ
」
氏
と
呼
び
習
わ
さ
れ
、
　
「
コ
ホ
リ
」
と
し
て
の
県
と
は
無
関
係
と

見
倣
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
大
化
前
代
の
「
コ
ホ
リ
」
を
屯
倉
支
配
と
の
関
連
に
お
い
て
理
解
す
る
の
な
ら
、
こ
こ
に
当
然
想
起
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
県
犬
養
氏
と
屯
倉
と
の
密
接
な
結
び
つ
き
で
あ
る
。

　
県
犬
養
氏
は
諸
国
の
犬
養
部
を
管
掌
す
る
伴
造
の
磯
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
犬
養
部
に
つ
い
て
は
、
諸
国
へ
の
大
量
の
屯
倉
設
置
を
伝

え
る
安
閑
紀
二
年
五
月
甲
寅
条
の
記
事
に
続
き
、
同
八
月
乙
亥
朔
条
に
「
詔
置
国
国
犬
養
部
」
と
見
え
て
お
り
、
さ
ら
に
続
い
て
九
月
丙
午
条

に
は
「
詔
桜
井
田
部
連
、
県
犬
養
連
、
難
波
吉
士
等
、
主
掌
屯
倉
之
税
」
と
見
え
て
、
犬
養
部
及
び
県
犬
養
氏
と
屯
倉
と
の
密
接
な
関
係
が
示

さ
れ
て
い
る
。
黛
弘
道
氏
は
、
こ
れ
ら
の
記
事
に
加
え
て
、
全
国
の
地
名
に
「
ミ
ヤ
ヶ
」
と
「
イ
ヌ
カ
ヒ
」
と
が
近
接
し
て
存
在
す
る
例
の
多

い
こ
と
を
示
し
、
ま
た
県
犬
養
氏
や
若
犬
養
茂
が
大
蔵
や
内
蔵
関
係
の
諸
氏
と
同
族
伝
承
を
持
つ
こ
と
を
摺
税
し
て
、
犬
養
茂
・
犬
養
部
が
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

央
・
地
方
の
政
治
的
ク
ラ
の
守
衛
を
以
て
そ
の
本
来
の
職
掌
と
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
県
犬
養
氏
と
屯
倉
と
の
密
接
な

関
係
が
想
定
さ
れ
る
以
上
、
こ
の
馬
の
名
称
に
含
ま
れ
る
「
県
」
も
ま
た
「
コ
ホ
リ
」
と
し
て
理
解
し
得
る
余
地
は
充
分
に
あ
る
と
言
わ
ね
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
県
犬
養
氏
に
つ
い
て
は
、
従
来
そ
の
本
貫
地
の
推
定
と
の
か
か
わ
り
で
、
河
内
国
の
志
紀
県
、
紺
口
県
、
茅
淳
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

な
ど
の
「
ア
ガ
タ
」
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
氏
の
名
称
を
見
る
限
り
、
こ
れ
を
特
定
の
県
と
結
び
つ
け
て
理
解
す
る
よ

り
は
、
む
し
ろ
県
一
般
に
か
か
わ
る
も
の
と
見
た
方
が
自
然
で
あ
り
、
と
す
れ
ば
、
　
『
日
本
書
紀
隠
に
お
い
て
屯
倉
設
置
上
の
画
期
と
も
言
う

べ
き
位
置
を
与
え
ら
れ
た
安
閑
紀
に
初
め
て
犬
養
部
・
県
犬
養
属
が
登
場
す
る
の
は
、
そ
の
「
県
」
が
「
ア
ガ
タ
」
よ
り
は
む
し
ろ
「
コ
ホ
リ
」

と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
前
節
ま
で
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
こ
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の
県
犬
養
氏
を
天
武
朝
の
古
記
録
に
「
郡
犬
養
」
と
も
表
記
し
た
実
例
の
存
す
る
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。

　
し
か
し
こ
こ
で
当
然
に
提
出
さ
れ
て
然
る
べ
き
疑
問
は
、
こ
の
「
郡
犬
養
連
」
の
「
郡
」
が
果
し
て
本
当
に
「
コ
ホ
リ
」
の
語
を
表
記
し
た

も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
我
が
国
に
あ
っ
て
は
「
郡
」
字
は
「
コ
ホ
リ
」
の
訓
と
結
合
し
て
固
定
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
素
直
に

み
れ
ば
、
こ
れ
は
「
コ
ホ
リ
ノ
イ
ヌ
カ
ヒ
ノ
ム
ラ
ジ
」
と
窄
む
の
が
自
然
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
こ
の
氏
に
つ
い
て
八
世

紀
以
後
に
は
固
定
し
た
「
県
犬
養
」
の
表
記
に
対
し
て
は
、
こ
れ
を
「
ア
ガ
タ
ノ
イ
ヌ
カ
ビ
」
と
訓
む
の
が
古
く
か
ら
の
慣
行
で
あ
る
。
八
世

紀
に
あ
っ
て
確
か
に
「
県
」
字
が
「
ア
ガ
タ
・
ガ
タ
」
の
表
記
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
、
例
え
ば
『
落
日
本
紀
』
養
老
四
年
一
一
月
乙
亥
条
に

「
河
内
国
堅
忍
・
堅
上
二
軸
、
更
号
大
県
郡
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
疑
い
な
く
、
従
っ
て
、
も
し
こ
の
氏
の
名
称
と
し
て
「
ア
ガ
タ
ノ
イ

ヌ
カ
ヒ
」
が
動
か
し
難
い
も
の
と
す
れ
ば
、
大
宝
元
年
紀
の
「
郡
犬
養
連
」
に
つ
い
て
も
、
そ
の
「
郡
」
字
は
、
未
だ
用
字
法
の
固
定
し
な
い

天
武
朝
の
段
階
に
あ
っ
て
、
或
は
「
ア
ガ
タ
」
を
表
記
す
る
の
に
用
い
ら
れ
た
と
見
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。

　
し
か
し
一
方
、
　
「
県
」
を
「
ア
ガ
タ
」
と
澄
む
例
は
存
在
し
て
も
、
県
犬
養
氏
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
八
～
九
世
紀
に
確
か
に
「
ア
ガ
タ
ノ
イ

ヌ
カ
ヒ
」
と
称
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
管
見
の
限
り
存
在
せ
ず
、
我
々
に
与
え
ら
れ
て
い
る
の
は
単
に
「
県
犬
養
」
と
い
う
文
字
表
記
に

過
ぎ
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
も
「
県
」
字
は
単
に
「
ア
ガ
タ
」
を
表
記
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
当
時
律
令
綱
郡
に
つ
な
が
る
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

し
て
考
え
ら
れ
た
、
そ
の
先
行
形
態
を
表
現
す
る
の
に
も
広
く
使
用
さ
れ
て
お
り
、
　
『
臼
本
書
紀
』
の
古
訓
は
こ
れ
を
「
コ
ホ
リ
」
と
も
称
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
点
を
み
れ
ば
、
県
犬
養
氏
の
「
県
」
を
「
ア
ガ
タ
」
と
す
る
の
は
必
ず
し
も
自
明
の
こ
と
で
は
な
く
、
こ
こ
に
「
郡
犬

養
」
と
表
記
す
る
実
例
が
知
ら
れ
、
し
か
も
他
に
「
郡
」
を
以
て
「
ア
ガ
タ
」
に
あ
て
た
よ
う
な
実
例
が
な
い
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
こ
れ
は

む
し
ろ
「
コ
ホ
リ
ノ
イ
ヌ
カ
ヒ
」
氏
と
し
て
こ
そ
理
解
す
る
の
が
史
料
に
忠
実
な
態
度
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
こ
の

「
郡
」
字
は
天
武
朝
当
時
の
現
行
制
度
で
あ
る
「
評
」
に
対
し
、
さ
ら
に
前
代
の
「
コ
ホ
リ
」
を
表
記
す
る
用
字
の
一
つ
と
し
て
用
い
ら
れ
た

も
の
と
見
ら
れ
、
大
宝
令
以
後
、
そ
の
「
郡
」
が
現
行
の
地
方
行
政
組
織
に
対
す
る
用
字
と
な
っ
て
か
ら
は
、
さ
ら
に
そ
の
表
記
は
「
県
犬
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⑯

養
」
に
固
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
一
方
「
県
」
字
は
普
通
に
は
「
ア
ガ
タ
」
の
訓
と
結
び
つ
い
て
固
定
し
た
か
ら
、
次

第
に
県
犬
養
氏
に
つ
い
て
も
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
、
こ
れ
を
「
ア
ガ
タ
ノ
イ
ヌ
カ
ヒ
」
と
呼
び
習
わ
す
こ
と
が
一
般
化
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
一
つ
の
仮
説
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
一
応
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　
さ
て
も
し
以
上
の
如
き
理
解
に
し
て
大
過
な
し
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
コ
ホ
リ
ノ
イ
ヌ
カ
ヒ
」
氏
の
存
在
は
、
従
来
の
大
化
前
代
コ
ホ
リ
論
に

対
し
、
こ
れ
を
二
重
の
意
味
に
お
い
て
裏
付
け
る
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
つ
は
言
う
ま
で
も
な
く
大
化
前
代
の
「
コ
ホ
リ
」
の
実
在

性
そ
の
も
の
に
つ
い
て
で
あ
り
、
今
一
つ
は
そ
の
よ
う
な
「
コ
ホ
リ
」
が
屯
倉
を
中
核
と
し
て
形
成
さ
れ
た
と
す
る
点
で
あ
る
。
従
来
の
諸
説

に
あ
っ
て
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
こ
の
肝
心
な
点
が
あ
く
ま
で
推
測
の
域
に
留
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
為
に
今
一
つ
説
得
性
に
欠
け
る
憾
が
あ
っ
た

が
、
大
宝
元
年
紀
の
「
郡
犬
養
連
」
の
表
記
を
是
認
し
、
こ
れ
を
「
ロ
ホ
リ
ノ
イ
ヌ
カ
ヒ
ノ
ム
ラ
ジ
」
と
憎
む
眼
り
、
我
々
は
右
の
二
点
に
つ

い
て
、
こ
れ
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
コ
ホ
リ
」
の
実
態
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
な
お
漠
と
し
て
は
い
る

が
、
各
地
の
国
造
の
支
配
領
域
に
拠
点
的
に
設
定
さ
れ
た
屯
倉
の
経
営
が
一
定
の
展
開
を
遂
げ
た
段
階
で
、
そ
れ
が
大
倭
政
権
に
直
結
す
る
地
」

方
政
治
組
織
と
し
て
の
性
格
を
明
確
化
し
、
そ
の
土
地
と
人
民
に
対
す
る
支
配
の
総
体
に
対
し
て
「
コ
ホ
リ
」
の
名
称
が
適
用
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
屯
倉
は
御
宅
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
支
配
の
拠
点
と
し
て
の
館
舎
・
倉
庫
等
に
立
脚
し
た
名
称
で
あ
る
の
に
対
し
、
　
「
コ
ホ
リ
」
の

呼
称
は
元
来
そ
の
支
配
の
下
に
編
成
さ
れ
た
人
的
側
面
か
ら
発
し
、
や
が
て
館
舎
と
し
て
の
「
ミ
ヤ
ケ
」
そ
の
も
の
、
ま
た
そ
の
領
域
支
配
一

般
を
指
し
て
用
い
ら
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
米
沢
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
、
我
が
国
に
お
け
る
「
コ
ホ
リ
」
の
源
流
が
諸
国
に
定
着
せ

し
め
ら
れ
た
朝
鮮
系
渡
来
人
集
団
の
族
制
的
人
的
団
体
と
し
て
の
呼
称
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
一
方
で
大
倭
の
今
来
郡
（
高
市
郡
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

大
身
狭
・
小
身
狭
の
屯
倉
の
例
に
見
る
よ
う
に
、
屯
倉
の
設
置
と
も
密
接
に
絡
み
あ
う
こ
と
が
ら
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
や
が
て
「
コ
ホ
リ
」
の

呼
称
が
屯
倉
を
中
核
と
す
る
領
域
的
支
配
一
般
の
名
称
へ
と
拡
大
し
た
こ
と
は
、
自
然
な
経
緯
と
し
て
充
分
に
理
解
し
う
る
の
で
あ
る
。

　
恐
ら
く
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
「
コ
ホ
リ
」
の
人
民
支
配
は
既
に
造
籍
を
と
も
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
欽
明
紀
に
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

え
る
白
癬
屯
倉
の
田
部
の
漢
籍
の
例
、
或
は
秦
人
や
漢
人
ら
に
対
す
る
編
籍
の
例
か
ら
み
て
、
そ
の
可
能
性
は
否
定
し
き
れ
な
い
と
思
う
。
岸
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俊
男
氏
は
「
某
戸
」
の
形
を
も
つ
氏
姓
の
分
析
を
通
じ
て
、
我
が
国
に
お
け
る
編
戸
造
風
食
が
、
諸
国
に
定
着
せ
し
め
ら
れ
た
朝
鮮
系
渡
来
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

集
団
、
就
中
河
内
の
安
宿
・
高
安
両
郡
の
地
域
に
集
住
せ
し
め
ら
れ
た
一
団
へ
の
編
戸
に
始
ま
る
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
を
本
稿
の
視

角
か
ら
い
え
ば
、
　
「
某
コ
ホ
リ
」
と
し
て
把
握
さ
れ
た
渡
来
人
集
団
に
対
す
る
編
戸
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
端
緒
と
し
て
、
や
が
て

「
訟
ポ
リ
」
の
名
称
が
屯
倉
の
領
域
支
配
一
般
へ
と
拡
大
し
た
段
階
に
あ
っ
て
は
、
編
戸
造
籍
の
制
度
も
ま
た
「
コ
ホ
リ
」
一
般
の
中
へ
拡
大

し
て
い
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
所
謂
大
化
直
前
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
畿
内
を
中
心
に
各
地
に
拠
点
的
な
「
コ
ホ
リ
」
の
展
開
が
み
ら
れ
た
も
の
と
推

考
す
る
の
で
あ
る
が
、
と
す
れ
ば
、
さ
し
づ
め
皇
極
紀
に
見
え
る
「
難
波
郡
」
な
ど
は
そ
の
一
つ
の
具
体
例
と
し
て
理
解
し
う
る
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
こ
れ
ま
で
特
に
注
意
を
喚
起
す
る
こ
と
は
せ
ず
に
き
た
が
、
大
宝
元
年
紀
の
「
郡
犬
養
連
」
の
表
記
が
我
々
に
突
き
つ
け
て
い
る
問

題
の
一
つ
に
大
宝
令
以
前
に
お
け
る
「
郡
」
宇
使
用
の
問
題
が
あ
る
。
か
つ
て
大
化
改
新
詔
の
信
愚
性
に
関
し
て
争
わ
れ
た
漫
評
論
争
は
藤
原

宮
跡
出
土
の
木
簡
群
に
よ
っ
て
最
終
的
な
結
着
を
み
、
大
宝
令
の
施
行
を
境
と
す
る
評
か
ら
郡
へ
の
移
行
の
事
実
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
孝
徳
朝
に
始
ま
る
新
た
な
国
家
的
地
方
行
政
組
織
と
し
て
の
「
コ
ホ
リ
」
に
関
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
と
は
別
に
、
何

ら
か
の
実
体
に
対
し
て
、
既
に
大
宝
令
前
に
「
郡
」
字
が
使
用
さ
れ
た
可
能
性
ま
で
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
事
実
こ
こ
に
大
化
前
代
の

「
コ
ホ
リ
」
に
関
し
て
天
武
朝
に
お
け
る
「
郡
」
字
使
用
の
実
例
が
見
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
改
め
て
想
起
さ
れ
る
べ
き

は
、
か
つ
て
坂
本
太
郎
氏
が
郡
字
大
宝
令
始
用
説
に
反
論
す
る
中
で
取
り
上
げ
た
難
波
と
筑
紫
の
大
潟
（
オ
ホ
ゴ
ホ
リ
）
・
小
郡
（
ヲ
ゴ
ホ
リ
）

　
　
　
⑳

で
あ
ろ
う
。
難
波
の
大
鯛
・
小
郡
は
皇
白
墨
に
は
単
に
難
波
郡
と
し
て
も
見
え
る
が
、
今
『
日
本
書
紀
』
に
見
え
る
そ
れ
ら
の
史
料
を
便
宜
野

次
に
一
括
し
て
掲
げ
て
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。

〔
難
波
〕

　
　
①
　
欽
明
紀
廿
二
年
是
歳
条

　
　
　
　
復
馬
丁
琢
大
舎
立
前
調
節
。

於
難
波
大
工
、
次
序
諸
蕃
、
掌
客
額
田
部
連
・
葛
城
直
等
、
使
列
干
百
済
之
下
而
引
導
。
大
舎
怒
還
。
不
入
館
舎
。
乗

24 （520）
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船
帰
至
穴
門
。

敏
達
紀
十
二
年
是
歳
条

天
皇
詔
蟄
子
大
連
・
糠
手
子
連
、
令
収
葬
於
小
郡
西
畔
丘
前
。

推
古
紀
十
六
年
九
月
乙
亥
条

饗
客
等
於
難
波
大
郡
。

舘
明
紀
二
年
是
歳
条

改
修
理
難
波
大
郡
及
三
韓
館
。

白
萬
蛎
惚
如
脚
一
兀
盆
十
一
一
樽
月
一
」
串
小
条

遣
諸
大
夫
於
難
波
郡
、
検
高
麗
国
所
貢
金
銀
等
、
井
其
献
物
。

皇
極
紀
元
年
二
月
戊
申
条

饗
高
麗
・
百
済
客
於
難
波
郡
。

皇
極
紀
二
年
七
月
辛
亥
条

遣
数
大
夫
於
難
波
郡
、
検
百
済
国
調
与
献
物
。

孝
徳
紀
大
化
三
年
是
歳
条

壊
小
郡
而
営
宮
。
天
皇
処
小
郡
宮
、
而
定
礼
法
。

孝
徳
紀
白
雄
二
年
十
二
月
晦
日
条

於
是
、
天
皇
従
於
大
郡
、
遷
居
新
宮
。
男
日
難
波
長
柄
豊
碕
宮
。

孝
徳
紀
白
雑
三
年
正
月
朔
日
条

元
日
礼
詑
。
車
駕
幸
大
郡
宮
。

天
武
紀
元
年
七
月
辛
亥
条
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〔
筑
紫
〕

　
　
①②

踊
将
軍
吹
負
、
留
難
波
小
郡
、
而
仰
以
西
諸
国
司
等
、
令
進
官
鍮
・
駅
鈴
・
薄
層
。

天
武
紀
二
年
十
一
月
壬
申
条

饗
高
麗
郁
子
・
新
羅
薩
儒
等
於
筑
紫
大
郡
。
賜
禄
各
有
差
。

持
統
紀
三
年
六
月
乙
巳
条

　
於
筑
紫
小
郡
、
設
新
羅
弔
使
金
道
那
等
。
賜
物
各
有
差
。

26 （522）

　
右
に
見
る
よ
う
に
、
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
単
な
る
地
域
名
と
し
て
で
は
な
く
、
難
波
と
筑
紫
に
お
け
る
主
と
し
て
外
交
上
の
施
設
（
館
舎
）

を
指
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
他
の
一
般
の
「
某
郡
」
の
表
記
と
は
全
く
趣
を
異
に
し
て
い
る
。

坂
本
氏
は
こ
の
点
に
着
目
し
て
、
そ
の
名
称
・
用
字
の
簡
単
に
は
否
定
し
き
れ
な
い
こ
と
を
旛
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
を
踏
ま
え
た

上
で
、
筆
者
は
特
に
皇
極
紀
に
の
み
集
中
し
て
現
れ
る
「
難
波
郡
」
の
表
記
に
注
目
し
た
い
と
思
う
。
こ
れ
は
一
般
に
難
波
大
愚
・
小
郡
の
総

称
、
ま
た
は
い
ず
れ
か
の
略
称
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
言
わ
れ
る
よ
う
に
大
罪
・
小
郡
の
所
在
が
そ
れ
ぞ
れ
後
の
東
生
郡
・
薦
成
郡
に
対
応
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

難
波
宮
（
京
）
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
点
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ
単
一
の
「
難
波
郡
」
こ
そ
本
来
の
名
称
で
あ
り
、
後

に
難
波
宮
（
京
）
の
造
営
と
関
わ
っ
て
大
郡
・
小
郡
の
区
別
が
生
じ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
孝
徳
紀
大
化
二
年
正
月
累
月
条
八
章
の
或
本
に

　
　
壊
難
波
狭
屋
部
邑
子
代
屯
倉
、
弼
起
行
宮
。

と
見
え
る
が
、
田
中
卓
茂
は
こ
れ
と
前
掲
⑧
の
記
事
と
は
同
一
事
を
指
す
も
の
と
し
て
、
小
郡
は
即
ち
狭
屋
部
邑
の
子
代
屯
倉
で
あ
り
、
そ
れ

は
さ
ら
に
安
閑
紀
元
年
十
月
甲
子
条
に
、
宅
媛
に
賜
わ
っ
た
と
い
う
難
波
屯
倉
に
他
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
恐
ら
く
妥
当
な
考
え
な
の

で
あ
っ
て
、
こ
の
狭
屋
部
邑
の
子
代
屯
倉
を
始
め
、
難
波
の
地
域
に
設
け
ら
れ
た
幾
つ
か
の
施
設
の
有
機
的
な
複
合
体
と
し
て
、
　
「
難
波
郡
」

の
実
体
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
　
「
難
波
郡
」
と
い
う
よ
う
な
郡
名
は
後
の
律
令
制
下
に
お
い
て
は
存
在
せ
ず
、
こ

れ
を
他
の
一
般
的
な
「
某
郡
」
の
記
載
と
同
様
に
、
　
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
追
記
的
表
現
と
し
て
簡
単
に
否
定
し
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
「
難
波
郡
」
の
形
成
と
展
開
を
踏
ま
え
て
、
孝
徳
朝
に
お
け
る
難
波
遷
都
は
実
現
せ
ら
れ
た
と
も
言
う
べ
く
、
子
代
屯
倉

等
の
諸
施
設
の
行
宮
へ
の
転
化
を
経
て
、
や
が
て
難
波
宮
（
京
）
と
の
関
わ
り
の
も
と
に
蒲
郡
・
小
郡
の
名
称
分
化
を
み
た
も
の
と
推
考
す
る

の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
勿
論
孝
徳
紀
以
前
に
見
え
る
大
官
・
小
郡
の
名
称
は
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
追
記
的
表
現
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ

け
で
あ
る
が
、
筑
紫
の
大
面
・
小
郡
の
名
称
が
前
掲
の
よ
う
に
天
武
二
年
紀
に
至
っ
て
初
め
て
現
わ
れ
る
点
も
、
間
接
的
に
そ
れ
を
示
し
て
い

る
よ
う
に
思
う
。
筑
紫
の
場
合
、
そ
れ
は
恐
ら
く
感
化
紀
元
年
五
月
朔
日
条
に
見
え
る
那
津
之
口
の
官
家
（
ミ
ヤ
ケ
）
を
承
け
る
も
の
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

う
が
、
大
壷
・
小
郡
の
名
称
分
化
自
体
は
、
田
中
茂
の
指
摘
の
よ
う
に
、
や
は
り
持
統
称
制
前
山
に
見
え
る
大
津
宮
一
天
智
元
年
、
鵬
野
讃

良
皇
女
が
こ
こ
で
草
壁
皇
子
を
産
ん
だ
一
な
ど
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
理
解
す
べ
き
も
の
」
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
臆
測
に
臆
測
を
重
ね
た
が
、
最
後
に
今
一
つ
ヨ
ホ
リ
」
と
「
ア
ガ
タ
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
一
言
す
る
な
ら
ば
、
右
に
縷
述
し
た

如
き
「
コ
ホ
リ
」
の
展
開
が
各
地
に
見
ら
れ
た
段
階
に
あ
っ
て
は
、
旧
来
の
「
ア
ガ
タ
」
も
ま
た
次
第
に
一
般
の
「
コ
ホ
リ
」
と
等
質
化
す
る

方
向
に
進
ん
だ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
井
上
光
貞
氏
は
カ
モ
県
主
の
研
究
を
通
じ
て
、
国
県
営
が
広
範
に
実
施
さ
れ
た
段
階
に
あ
っ
て
も
、
な

お
旧
来
の
「
ア
ガ
タ
」
は
、
大
倭
政
権
の
内
廷
に
直
結
し
、
天
皇
家
の
家
政
に
必
要
な
物
資
と
労
働
を
提
供
す
る
直
轄
領
と
し
て
の
性
格
を
保

　
　
　
　
　
　
　
㊧

持
し
た
と
さ
れ
た
が
、
筆
老
は
や
や
力
点
の
置
き
方
を
変
え
て
、
そ
の
よ
う
な
「
ア
ガ
タ
」
と
し
て
の
性
格
を
保
持
し
な
が
ら
も
、
次
第
に
そ

の
「
コ
ホ
リ
」
化
が
進
ん
だ
も
の
と
し
て
理
解
し
た
い
と
思
う
。
こ
れ
を
県
主
の
側
か
ら
い
え
ば
、
そ
の
在
地
首
長
と
し
て
の
独
自
の
権
限
が

次
第
に
制
約
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
県
」
字
に
対
す
る
「
ア
ガ
タ
」
「
コ
ホ
リ
」

両
訓
の
問
題
も
具
体
的
に
理
解
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
先
に
は
県
犬
養
氏
の
名
称
と
用
宇
に
つ
い
て
一
応
の
説
明
を

試
み
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
「
ア
ガ
タ
の
コ
ホ
リ
化
」
と
い
う
観
点
か
ら
な
お
別
途
の
説
明
が
可
能
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
て
ば
、
成
務
朝
に
関
す
る
『
古
事
記
』
の
国
造
－
県
主
、
　
『
日
本
書
紀
』
の
国
造
一
稲
置
と
い
う
栢
矛
盾
す
る
二
つ
の

所
伝
に
つ
い
て
も
、
中
田
氏
と
は
ま
た
違
っ
た
理
解
の
も
と
に
、
二
つ
な
が
ら
に
生
か
し
て
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
即
ち
『
記
』
の
所
伝

を
よ
り
古
い
段
階
の
姿
を
伝
え
る
第
一
次
的
な
も
の
と
し
て
、
　
『
紀
』
の
所
伝
は
「
コ
ホ
リ
」
の
一
般
的
展
開
に
と
も
な
い
「
ア
ガ
タ
」
も
ま
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た
「
コ
ホ
リ
」
化
し
た
段
階
の
後
次
的
な
所
伝
と
し
て
、
二
つ
を
統
一
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
な
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

　
な
お
筆
老
は
、
井
上
氏
の
国
県
制
憲
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
賛
成
す
る
も
の
で
は
な
い
。
確
か
に
『
階
書
』
の
倭
国
伝
に
は
、
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

造
一
稲
置
の
上
下
二
段
階
の
行
政
組
織
と
す
る
理
解
が
み
え
、
ま
た
実
際
に
各
地
の
国
造
の
支
配
領
域
を
割
い
て
「
コ
ホ
リ
」
の
展
開
が
み
ら

れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
表
面
的
に
は
「
ク
ニ
ー
コ
ホ
リ
」
の
上
下
統
属
関
係
に
あ
る
二
段
階
行
政
組
織
の
よ
う
な
観
を
量
し
も
し
よ
う
。
さ
ら
に

「
ロ
ホ
リ
」
の
支
配
が
在
地
首
長
と
し
て
の
国
造
の
力
に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
い
面
の
多
か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
国
造
制
が

あ
く
ま
で
在
地
首
長
を
媒
介
に
し
た
入
的
・
物
的
な
貢
納
の
体
制
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
　
「
コ
ホ
リ
」
の
支
配
は
さ
ら
に
新
た
な

中
央
集
権
的
支
配
へ
の
方
向
を
胚
胎
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
両
者
は
支
配
の
原
理
を
異
に
し
、
次
元
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
孝
徳
朝
の
段
階
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
よ
う
な
「
コ
ホ
リ
」
の
制
こ
そ
が
新
た
な
評
欄
の
類
型
的
母
体
と
し
て
採
用
さ
れ
、
全
国
化
さ
れ
た

の
で
あ
っ
て
、
各
地
の
国
造
層
は
次
第
に
そ
の
在
地
首
長
と
し
て
の
権
限
を
喪
失
し
つ
つ
、
み
ず
か
ら
評
の
官
人
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い

っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
点
を
考
え
れ
ば
、
所
謂
大
化
前
代
の
地
方
組
織
を
国
県
制
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
は
甚
し
く
実
態
に
そ
ぐ
わ

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
①
　
中
田
薫
「
我
古
典
の
『
部
』
及
び
『
県
』
に
つ
い
て
」
（
『
法
欄
史
論
集
』
第
三
　
　
　
　
⑨
　
山
尾
幸
久
「
県
の
史
料
に
つ
い
て
」
（
『
論
究
日
本
古
代
史
』
　
一
九
七
九
年
）
。

　
　
巻
上
　
一
九
四
三
年
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
用
文
は
陶
論
文
註
2
3
。

　
②
　
問
氏
註
③
論
文
五
八
三
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
同
氏
註
⑨
論
文
二
〇
五
頁
。

　
③
　
津
田
左
右
吉
「
大
化
改
新
の
研
究
」
（
『
日
本
上
代
史
の
研
究
』
　
一
九
四
七
年
）
　
　
　
⑪
　
同
氏
註
⑦
論
文
五
七
頁
。

　
　
二
〇
四
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
小
林
敏
男
「
県
・
県
主
制
の
再
検
討
e
一
『
県
』
掌
の
問
題
性
－
」
ω
㈲
（
『
続

　
④
　
井
上
光
貞
「
国
造
制
の
成
立
」
（
『
史
学
雑
誌
』
六
〇
一
一
一
　
一
九
五
　
年
）
。
　
　
　
　
日
本
紀
研
究
臨
一
七
九
・
一
八
〇
　
一
九
七
五
年
）
、
及
び
「
同
⇔
ー
ヤ
マ
ト
の

　
⑤
　
井
上
光
貞
「
国
県
制
の
存
否
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
古
代
国
家
の
研
究
隔
　
一
九
　
　
　
　
　
六
県
を
通
じ
て
一
」
ω
㈲
（
『
同
上
』
一
八
七
・
一
八
八
　
一
九
七
六
年
）
。

　
　
六
五
年
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
黛
弘
道
「
犬
養
氏
お
よ
び
犬
養
部
の
研
究
」
（
『
学
習
院
史
学
』
ご
　
一
九
六
五

　
⑥
　
小
学
館
版
『
日
本
の
歴
史
』
3
（
一
九
七
四
年
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
）
。

　
⑦
　
米
沢
康
「
コ
ホ
リ
の
史
的
性
格
」
　
（
『
芸
林
』
六
－
　
　
一
九
五
五
年
）
。
　
　
　
　
　
　
⑭
　
訳
載
謎
⑬
論
文
で
は
茅
淳
県
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
、
岸
俊
男
「
県
犬
養
橘
宿

　
⑧
　
山
尾
幸
久
「
大
化
改
新
論
序
説
」
㊤
（
『
思
想
』
五
二
九
　
一
九
六
八
年
）
。
　
　
　
　
　
　
禰
三
千
代
を
め
ぐ
る
臆
説
」
（
『
末
永
先
生
古
稀
記
念
古
代
学
論
叢
臨
　
｝
九
六
七
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年
）
は
、
古
市
郡
本
貫
説
の
も
と
に
志
紀
県
、
紺
口
県
な
ど
と
の
関
わ
り
を
想
定

　
し
て
い
る
。

⑯
　
　
『
常
陸
国
風
土
記
』
な
ど
。

⑯
　
但
し
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
は
「
郡
忌
寸
」
「
評
首
」
（
『
坂
上
系
図
』
所
引
逸
文
∀

　
「
山
院
」
（
右
京
諸
藩
）
「
考
落
」
（
和
泉
国
神
別
）
な
ど
の
姓
が
見
え
て
い
る
。

⑰
『
日
本
書
紀
』
豊
明
十
七
年
十
月
条
。

⑱
『
日
本
書
紀
』
聖
明
照
年
正
月
朔
日
条
、
同
四
月
条
。

⑲
　
　
『
日
本
書
紀
』
欽
明
元
年
八
月
条
。

⑳
岸
俊
男
「
日
本
に
お
け
る
『
営
団
の
源
流
」
（
『
日
本
歴
史
』
一
九
七
　
一
九
穴

　
四
年
）
。

⑳
　
坂
本
太
郎
「
大
化
改
新
詔
の
信
愚
性
の
問
題
に
つ
い
て
」
（
『
歴
史
地
理
』
八
三

　
－
一
　
㎝
九
五
二
年
）
。

⑫
　
吉
田
東
伍
『
大
三
囲
地
名
辞
書
』
な
ど
。

⑳
　
田
中
卓
「
郡
司
制
の
成
立
」
ω
㈲
㈲
（
『
社
会
問
題
研
究
』
二
一
四
、
三
－
一
、

　
二
　
一
九
五
二
～
三
年
）
。
直
木
孝
次
郎
「
難
波
小
郡
宮
と
長
柄
豊
白
図
」
　
（
『
難

　
波
宮
と
日
本
古
代
国
家
』
　
一
九
七
七
年
目
も
同
様
の
見
解
を
と
っ
て
い
る
。

⑭
　
同
氏
註
＠
論
文
。

㊥
井
上
光
貞
「
カ
モ
県
主
の
研
究
」
（
『
日
本
古
代
史
論
集
』
上
　
一
九
六
二
年
）
。

お
　
わ
　
り
　
に

制施行の歴史的前提（鎌田）

　
以
上
、
大
宝
元
年
紀
の
「
郡
犬
養
連
」
の
表
記
を
手
が
か
り
に
、
大
化
前
代
の
「
コ
ホ
リ
」
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
の
推
考
を
重
ね
て
き
た
。

『
累
日
本
紀
』
に
対
す
る
書
誌
学
的
研
究
の
成
果
の
一
端
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
全
く
注
記
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
史
料
に
改
め
て
注
意
を

喚
起
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
従
来
の
大
化
前
代
「
コ
ホ
リ
」
論
を
裏
付
け
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
何
分
に
も
推
測
に
顧

る
点
が
あ
ま
り
に
も
多
く
、
筆
者
と
し
て
は
あ
く
ま
で
今
後
の
研
究
の
為
の
一
個
の
作
業
仮
説
の
つ
も
り
で
あ
る
。

　
文
中
に
も
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
本
稿
は
二
つ
の
大
き
な
前
提
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
大
宝
元
年
紀
の
「
郡
犬
養
連
」

を
『
曇
日
本
紀
』
の
原
本
文
と
認
定
す
る
点
で
あ
り
、
今
一
つ
は
そ
れ
を
「
コ
ホ
リ
ノ
イ
ヌ
カ
ヒ
ノ
ム
ラ
ジ
」
と
盗
む
点
で
あ
る
。
前
者
に
つ

い
て
は
、
少
く
と
も
そ
の
共
通
の
祖
本
で
あ
る
永
正
本
、
も
し
く
は
遡
っ
て
ト
部
家
本
の
本
文
が
「
郡
犬
養
連
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ

り
、
さ
ら
に
は
天
武
朝
の
古
記
録
を
踏
襲
し
た
大
宝
元
年
七
月
壬
辰
条
の
特
殊
な
史
料
的
性
格
か
ら
し
て
ま
ず
間
違
い
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
が
、
し
か
し
別
意
の
古
写
本
が
伝
存
し
な
い
以
上
、
な
お
確
実
と
は
言
い
切
れ
な
い
問
題
を
残
し
て
い
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
こ

の
氏
の
名
称
を
一
般
に
「
ア
ガ
タ
ノ
イ
ヌ
カ
ビ
」
氏
と
呼
び
習
わ
し
て
き
た
こ
と
と
の
関
係
に
お
い
て
大
き
な
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
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よ
う
に
本
稿
は
極
め
て
脆
弱
な
基
盤
の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
孝
徳
朝
に
お
け
る
全
面
的
な
総
評
を
認
め
る
立
場
か
ら
、
律
令

国
家
成
立
の
前
史
を
、
国
造
制
を
打
破
す
る
「
コ
ホ
リ
」
の
制
の
展
開
と
そ
の
全
国
化
と
い
う
観
点
で
一
貫
し
て
把
握
し
よ
う
と
試
み
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
意
図
が
果
し
て
ど
れ
程
に
成
功
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
こ
れ
は
読
看
の
判
断
に
侯
つ
他
な
い
が
、
難
波
郡
の
問
題
等
に
つ
い
て

は
な
お
考
え
る
べ
き
点
も
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
種
々
の
側
面
か
ら
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
欝
幽
大
学
人
文
学
都
助
教
授
　
蜜
由
市
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The　Historical　Conditions　of　Enforcement　of耳yδs擁評制

　　　　　　　　Kohori郡in　the　So・Called　Pre・Taika大化Per玉od

MQtQkazu　Kamata

　　It　has　been　a　widely・．　held．opinion　’that　in　the　so－called　pre－Taika

period　the　local　administrative　system　consisted　．　of　the　two　institutions　：

Kuni．国dominated．by　Kuni一％o癬ッα魏ん。．国造and！19伽県．by　Agata－

n％shi県主．．But　there　is　another　opinion　insisting　that　as、eariy．．as　the

pre－Taika　period　another　local　administrative　institutiop　ca11ed　Kohori

developed　to　a　certain　degree．

　　The　aim　here　1s　to　consider　Kohori　in　the　pre－Tailea　period　and　to

clarify　the　historica！　condi．tions　Qf　enforcement．　Qf　Hyo－sei，　which　was，

as　stated　in　my　recent　articlei　．　wholly　done　under　the　reign　of　K6toku

孝徳＝．：To　begin　With，　I　make　it　clear‡hat，　using　the　frgits　of　the

studies　on　the　various　texts　Qf　Shollu－nihompgi続刊本紀，．the，　word　Agata－

no－inscfeai一ηρ一獅μ7＠OhotQmo県犬養連大場．魚the　artiqle：．d毎ted…on　Jμly

Jinshin壬辰iR燦e‡st　yealr．Qf翫魏。大宝was三n．faCt．　the　Word．Kohqri－

nρ一陣％時刻。・m郷ra］’i．．．（？hotQmρ郡犬養連学侶；and　that．．Kohori，出e　prefix

of．　this．．　word，・presumably．　stemmed　from　an　Q．rigipal，．text．．，w．　r．itten　be：

如τethe．．10th　yeari．・of：Tenma天．武．　It．　folloWs．　tkat　there．．．Was．the　Ko－

horirno－inu．kai・　clan　Rapaed　after．．　the　post　in　the　pre－Talha　period，　，　which

wQuld．subst．antiate　KQ．h．　qri．

．From　tkis　point．　of．view，　f　1・　argue　not　only・the　．detqils．，a．nd，　characters

of　Kohori，　but　tke　differences　and　resemblances　between　Ag／　ta　and

Kohori，　referr圭llg　to　the　Naniwa－gun難波郡，　a　case　ill　poillt．

Indigo　Production　and　Circulation　in　North　lndia

　　　　　　　　　　　during　the　17　th　Century

　　　　　　　A　Study　on　that　of　the　Bayana　Tract

Hiromu　Nagashima

Indian・　indjgo　had　a　very　important　role　．　in．．the．world　history，．・，being

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（674）




